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　説明文は、ロボット研究者の小林宏さんによる「『着るロ
ボット』を作る」。重い荷物を楽に持ち上げて運べる「マッス

ルスーツ」の仕組みなどを解説した内容。人工筋肉の機能
やこのスーツの活用場面が書かれている。体が不自由な人
の歩行を助ける「アクティブ歩行器」の機能や特性について
も示す。
　この時間は、説明文の読みを深めながら、「筆者が研究し

長 嶋 俊 作  教諭

東京都北区立滝野川第六小学校

動画機能で文章理解を一層促進
　デジタル教科書の動画機能などを生かして、説明文を読み取る力や要
約力を高める――。東京都北区立滝野川第六小学校（南里洋子校長、児
童数８９人）の長嶋俊作教諭は、ＩＣＴを活用した授業を日々、熱心に研究
している。２月１５日に実施した４年生、国語の説明文の授業では、東京書
籍のデジタル教科書を使った新たな実践の挑戦として、動画視聴やアン
ダーライン書き込み機能を駆使した展開に取り組んだ。

映像で「マッスルスーツ」の
機能がよく分かる

デジタル教科書が生きる授業を模索し続ける
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ている『着るロボット』がどのようなものか、文章にまとめる」を
課題にした。
　授業の前半には、課題に向けて「人工筋肉の力で重い
物を持ち上げる」「着る人の体に合わせて自由に動ける」な
ど、前時に読み取ったマッスルスーツの機能や特性の確認
を行った。その後、デジタル教科書に収められている動画を
視聴した。
　動画は、マッスルスーツが重い物を楽 と々持ち上げる仕組
みとして、ゴムチューブに空気を送り込んで動かす人工筋肉
の様子を分かりやすく描写。着用した人が、重そうな荷物や
お年寄りを軽 と々持ち上げる様子などが映し出された。
　そんな動画を見つめながら児童は「教科書に書かれてい
た『重い物が軽くなる』という文章の様子がよく分かった」な
どとつぶやいた。また説明文から読み取った「人工筋肉は、
モーターを使っていないので、水に濡れても大丈夫」「介護
の補助として利用」などの意味を、具体的につかんだ。

　後半は、教材文の「アクティブ歩行器」の説明箇所に着目
させた。この歩行器は、足が不自由だったり脳に障害を抱え
ていたりする人の歩行サポートや回復を促す機能を備えて
いる。長嶋教諭はこれを解説している箇所に線を引かせ、そ
こから分かる内容をまとめて箇条書きにする課題を出した。
　児童は、マッスルスーツに関する文章の読み取りを思い起
こしながら、各自のパソコン画面に映し出された教材文をじっ
くり読み進めていった。該当箇所へのライン引きはマウスで
画面入力。デジタル教科書によって、跡を残さず気軽にライ
ンの入力と消去が繰り返せる。
　そんな使い勝手の良さを生かし、児童は何度も文章を吟
味しながらチェックと読みを深めた。
　箇条書きにする場面では、要点を絞り込む作業に多くの
児童が苦しんだ。そんな様子に、机間指導する長嶋教諭は

「関連した文に、線がきちんと引けているよ」「この部分を短
く言うなら、どの言葉を使ったらいいかな」などと適宜サポー
トの言葉を送る。
児童らは、教員からの励ましを受け、苦労しながらも文章をま
とめていった。

　箇条書きは、紙のワークシートに記述させるようにした。こ
の段階は手書きにこだわった。該当箇所から、必要な内容を
適切に抜き出し、端的で分かりやすい文章にまとめる力を磨
くためだ。学習場面や目的に応じて、デジタル教材と紙教材
の適切な使い分けを大事にした。
　児童は「下半身のまひでベッドから動けなかった人が、こ
の歩行器を使って訓練をすることで、歩けるようになった」と
いう部分から、「病気などでうまく歩けない人が歩行器を使っ
て歩けるようになる」などと要約。それぞれの箇条書きを発表
し合い、ブラッシュアップを図っていった。

　同教諭は、「説明文の読み
取りに困難を感じる児童が多
いので、文章の理解をサポー
トするために、デジタル教科書
の動画再生やラインを気軽に
書き込める機能を生かした展
開を試みた」と振り返る。
　またデジタル教科書の中学
年以上の国語の効果的な実
践例が少ないようなので挑戦
したとし、今後も、試行錯誤をし

ながら、デジタル教科書の可能性を追究していきたいと話す。
　現在、国語のデジタル教科書は、低学年の漢字の書き順
確認や昔話の方言を音声再生で聴く利用などで使用してお
り、効果を実感している。算数では、図形の学習などでシミュ
レーションを交えながら多くの作業量を確保できる利点があ
り、ほぼ毎時間使っているなどの意義をあげた。
　同校では、現在、タブレット端末を４０台整備。授業では実
質１人１台の利用を可能にしている。
　ＩＣＴやデジタル教科書を使った授業について南里校長
は、「児童の学びの集中力が高まり、協働学習場面で効果
が高い」と述べる。校内のＩＣＴ活用を促進するため、教員
が気軽に授業を視察し合えるような研修を工夫していると
する。

【掲載　2016/02/29付　教育新聞】 

小学校国語・デジタル教科書

入力、消去を繰り返しても
教科書が汚れない

挑戦重ねてより良い
活用策を探る

南 里 洋 子  校長
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　今年度、佐藤教諭は「比べ方を考えよう　百分率とグラ
フ」で反転授業に取り組んだ。指導時数１１時間中、導入１
時間、反転授業８時間、習熟のための授業を２時間行う計
画だ。
　佐藤教諭は、「２５０円の３０％びきのねだん」を求める問題
について「みほさん」「たくみさん」２人の求め方について、ど
ちらの方法が分かりやすかったかを聞くことで、反転授業教

材を家庭で視聴しているかどうかを確認した。この日はこの
考え方を踏まえて２つの問題に取り組む。
　最初の問題は「９００円の商品に消費税を加えた値段」を
求める。問題文をデジタル教科書からピックアップして電子
黒板に提示し、事前に学んだどちらの方法でやっても良いこ
ととして、各自タブレットで考え方や式を考える。端末への書
き込みは、指やペンなど、様々。ノートで考えてからタブレット
に清書する児童もいる。その後、隣同士で解き方や式を見
せ合い、何がどう異なるのかについて確認。何名かの考え方

を電子黒板で提示して、考え方を分類し、それぞれ
について児童が説明した。
　次は、佐藤教諭が「６年間で最も難しい箇所で
は」と話す問題だ。「重さが２０％増えて９０ｇになった
お菓子」について、中身が増える前の重さを求める。
　最初は各自で考えるので、教室は静か。意見交
換が始まると次第に、教室のあちこちから「わからな
い」「わかった」「こうしなくちゃ」と聞こえてくる。
　各班の活動を一通り見てまわった佐藤教諭は「７
班と８班はあることに気づいて悩んでいます。１～６
班は、それに気づかず同じ解答になって安心してい
ます」と揺さぶった。
　「答えは分かった！」という児童の発言が教室をさ
らに揺さぶる。検算をすると確かに正解。求めたい
数値が「元の値より少ない」ことから「これくらいか
な、と見当をつけた数値」が正解であったという数

佐 藤 靖 泰  教諭

宮城県富谷町立東向陽台小学校

デジタル教科書で反転授業
　富谷町（宮城県）では国語・書写・社会・算数・理科・家庭科でデジタル教
科書を活用している。富谷町立東向陽台小学校（麻生川敦校長）の佐藤
靖泰教諭は、デジタル教科書を活用した「反転授業」を東北学院大学と
協同研究中で、その実践は３年目。本年は５年生算数で実践している反
転授業の様子を取材した。

主体的に考え理解を深める

消費税が加わった値段の計算式を比べる

（現任校は富谷町立明石台小学校）
※平成27年4月現在 
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学的センスを発揮
した児童も、求め
方の説明はできな
い。「なんでそうな
るの？」と言いなが
らさらに考える児
童、難しくてペンが
止まり始める児童
に分かれた。佐藤
教諭の誘導もあり、

「９０ｇが１２０％だ
から、計算するときには１,２になって‐‐」「求めたい数は元の数
だから‐」と徐 に々正解に近づき始める児童も見られる。
　授業後の児童のつぶやきから、わかったことの喜び、正解
であると信じていた解答が異なることの驚き、頭が痛くなるほ
ど集中して考えていたことなど様 な々段階の児童がいること
がわかった。

　佐藤教諭は今後、「この日の授業でどこまで自分はわかっ
たのか、わからなかったのかについて把握して、習熟の時間
に理解を深め定着を図る」と述べる。反転授業によって授業
の進度が早まり、習熟のための時間を確保できるようになっ
たからだ。
　反転授業の教材は、指導者用デジタル教科書を使い、問
題の解説を佐藤教諭が書き込みながら説明、それをそのま
ま録画できるシステム「ＴｈｉｎｋＢｏａｒｄ（シンクボード）」を使っ
ている。
　教材は、単元開始前に全て作成、全て児童のタブレットに
格納しておくので、児童は前に戻って見たり、その先を見たり
を自由に行える。
　動画教材は、昨年度の６年生では５分間程度を目標に作
成していたが、今年度は平均８分程度の動画となった。５年
生の算数の学習は新規の内容も少なくなく、より丁寧な解説
が必要となったようだ。児童に聞くと、繰り返し見たり、視聴後
ノートにまとめたりする時間を含め、１日に２０分前後の予習
時間になるようだ。

　指導者用デジタル教科書を反転授業用教材として活用
することについては、大学との協同研究ということで特別に
許諾を得た。しかし、一般に発行されている教科書・教材を
素材として使用する際には、著作権の問題に十分配慮する
必要があり、今後このような活用スタイルが普及する上での
課題の１つと言える。
　反転授業によって「できる児童はさらにできるようになり、苦
手な児童は、これまでよりも頑張りが利くようになっている」と
話す。全ての授業を反転授業にする必要はなく、必要な単
元で適宜行うことで、全体に良い影響を与えるという。数値
的な評価は、本単元終了後に検証する予定だ。

　「復習中心の学習だと、子
供は受身になりがち。しかし、
紙教材による予習は、小学生
にとって負担が大きい場合もあ
る。そこに現われたのが、動画
教材を活用する反転授業とい
う新しい予習スタイル。数分間
の動画を見るだけで、わからな
いことがはっきりとし、次の日の
授業への構えができ、主体的
な活動につながる。授業を通し

て次第に理解が進むことで、達成感や充実感も得られるよう
だ」と反転授業を評価した。

【掲載　2014/12/08付　教育家庭新聞】 

小学校算数・デジタル教科書

小５「割合」で反転授業に挑戦
動画教材は平均8分、予習は20分

麻 生 川 敦  校長

事前に予習しているため，授業ではわかりにくいところを重点的
に扱うことができる

個別の考えは電子黒板に提示

動画教材で予習しやすく！
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　　２年４組のこの日の授業は「ひっ算のしかたを考えよう」
だ。繰り下がりのある引き算を初めて学ぶ。活用しているのは

「デジタル教科書　新編　新しい算数」（東京書籍）。
　新谷教諭は、友達にメダルを配っている教科書のさし絵
をデジタル教科書で拡大して提示した。「みんなに配ってい
るね、そうするとメダルの数はどうなるだろう？」と投
げかけ、問題文を全員で読む。その後は各自で読
み返して、問題文の「大事なところ」に線を引かせ
た後、デジタル教科書から問題文を拡大して提
示する。
　「もとからある数」「なくなった数」で計算式をた
てると「１２９‐５３」だ。この「繰り下がり」のある計算
について、各自ワークシートで「数カード」を使いな
がら考え、「計算の方法」を文章化していく。
　その後、ペア学習で互いの考え方を説明し合
い、全体で発表。発表の際にはワークシートを書画
カメラで映しながら説明する。「２０から５０は引け
ない」ことから「繰り下がり」のやり方について、各
自が説明することで全体の理解を図るようにする。

　デジタル教科書から書画カメラへのプロジェクターの切り
替えはスムーズで、普段から活用している様子がわかる。

　指導者用デジタル教科書を活用して既に４年目の新谷教
諭は、現在低学年の担当として、国語、算数のデジタル教科

新谷伊通子 教諭

富山県富山市立芝園小学校

“考える”“深める”時間を充実　
一斉指導から次の段階へ
　富山市教育委員会では小学校全教室にプロジェクター・授業用ＰＣ・書
画カメラや指導者用デジタル教科書を整備しており、日常的な活用が進
んでいる。指導者用デジタル教科書は今年度より、小学校に国語、算数、
理科、社会が整備された。富山市立芝園小学校（宮口克志校長）は、第４１
回全日本教育工学研究協議会全国大会の公開授業校の一つ。平成２０
年に小中一体型校舎として建て替えられてた校舎は教室の壁がなく、採
光を考慮したデザインで学校中が明るく、パサージュ（屋根つきの広場）
には現代彫刻のようなオブジェと教員手作りの遊具が同居している。同
校の２年算数の授業の様子を取材した。授業者は新谷伊通子教諭。

導入で課題を共有
定着で印象的に

デジタル教科書のイラストを拡大して“状況”を説明。今日の課題につなげる

“説明”は事前に“文章化”する
“グループ学習”の質を高める
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書を日常的に活用して
いる。
　「算数では、導入で
使うと短い時間で課題
を共有しやすいので、
考えたり理解を深めた
りすることに時間をかけ
ることができるようになっ
た。確かめる場面でデ
ジタル教科書のシミュ
レーションを使うと、児
童は驚いたり喜んだり
で、かなり盛り上がる」と
話す。
　学習指導要領の改訂により今年度から新しくなったデジタ
ル教科書については「以前のバージョンに比べて新しい機
能がたくさん。これから使いこなしていきたい」と語った。

　富山市にＩＣＴ環境が整備
されてから既に４年以上を経
ており、一斉指導における活
用は定着している。その一方
で、児童の主体性を重視した
新しい学びに対応するために
は、これまでとおりの活用にとど
まっているわけにはいかない、
という時期を迎えている。現状
では教師の目指すねらいを達
成しようとするあまり、児童の意

識や考えていることを大切にしていないという側面がまだ強
く、授業力向上において、今まさに新しいステージに着手し始
めているというところだ。
　新しい学びには、これまでのやり方を上手く組み合わせて
いく必要がある。
　一斉授業でも、皆で共有する課題として一人ひとりの多様
な考えや疑問を生かす場面を設定することで、ペア学習やグ

ループ学習の質が高まっていくはず。正解に一直線に向かお
うとせず、右往左往しながら新しい見方に気づく、そして本質
にたどり着いていくという流れを意識した授業展開により、太
い幹を育んでいきたい。
　現在、本校ではパナソニック教育財団ワンダースクール応
援プロジェクト指定校としてタブレットＰＣ４０台が配備されて
いる。デジタルは、視覚的な理解を図りやすくして児童の興味
関心を高める、自分の見方・考え方を伝えやすくする、多様な
考えを一覧しやすくできる、一人ひとりに適応した教材を作成
しやすくなるなど、多くの面で効果的だ。アナログとデジタルの
良さを活かして分かりやすい授業を作り上げていくことができ
る。デジタルを上手く活用するには、児童それぞれの反応に
対する教員の広く深い理解が必要であり、腕の見せ所といえ
る。弁証法の概念を協働学習に活かすという考え方で授業
を進めていきたい。
　ＪＡＥＴ大会での公開授業は、それに向かうための重要な
過程の一つ。この機会を活かしていく。

【掲載　2015/10/05付　教育家庭新聞】 

小学校算数・デジタル教科書

“右往左往”して“本質”に気ずく
弁証法の概念を協働学習に

宮 口 克 志  校長

「数カード」とワークシートでひっ算の
仕方を考えて文章化する

繰り下がりのある「ひっ算」のやり方を
説明し合う

説明の発表には実物投映機を使う
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　この日の授業は５年生算数「面積の求め方を考えよう」
だ。既に学んだ長方形の面積の求め方から、三角形の面積
の求め方を導き出し、筋道を立てて説明できるようにするの
がねらい。

　金子教諭はまず、ノートだけ机上に出すように指示をした。
　児童に質問をしながら、平行四辺形の面積を長方形に変
えて求めた前時の内容を振り返る。同様の考え方で三角形
の面積が求められることを示し、児童に「どうしたら三角形の
面積が求められるか」と問いかけていった。
　「補助線を描く」（児童）、「線を描いてどうするの」（教員）、

「求め方が分かっている形にする」（児童）‐そんなやり取り
から、長方形、平行四辺形、正方形などの形にすることで面
積が求められることに気づかせていった。
　続いて、机からタブレットＰＣを出すように指示。金子教諭
は、平行四辺形、台形、三角形の３つの図が表示された画
面から、三角形を選択して基本操作を電子黒板で説明し

た。児童１人１台のタブレットＰＣには、前方の電子黒板と同
様に方眼線上に三角形が表示されている。これは学習者用
デジタル教材を使用したもの。
　児童は各自で三角形の面積の求め方を考えた。約２０分
間の「自力解決」の時間だ。
　児童はタブレットＰＣ上に補助線を引いたり、補助線で分割
された小さな三角形を移動したりしている。タッチペンでも操
作できるが、指を使う児童がほとんどだ。
　方眼線上に、三角形を組み合わせて平行四辺形を作り、
底辺の長さ、高さを図の線の横に記入して数式を書く児童。

金 子 和 男  教諭

千葉県柏市立中原小学校

学習者用デジタル教材で 
“試行錯誤”

　柏市では早期からＩＣＴ整備を行っており、小中学校の全普通教室にノー
トＰＣとプロジェクター、実物投影機を整備。電子黒板やデジタル教科書
を導入して日常的にＩＣＴを活用して授業を行っている。柏市立中原小学校

（西田光昭校長）で算数の授業を取材した。授業者は金子和男教諭。同校
は、DIS School Innovation Projectにより、タブレットＰＣ４０台を活用
した授業の研究も行っている。

面積の求め方を画面上で試行錯誤

“自力解決”の時間は20分
“主体的に考える”時間が増える

筋道を立てて説明できる力をつける
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三角形を分割して移動し、長方形にして面積を
求める児童。同じ補助線でも上部の三角形を分
割せずに下部にスライドさせて横長の平行四辺
形を作り、面積を求める児童や長方形の４点を
色でマーキングして、図の求め方を考える児童も
いる。
　解き終えた児童は自分の解き方についてワーク
シートに図形・式・解き方の説明を記入していった。
　児童が面積の求め方を考察した後は、様 な々
考え方・解き方を共有する時間だ。
　金子教諭は児童を集中させるために一端タブ
レットＰＣを閉じさせてから、タブレットPCを電子黒
板に映し、映された児童ではなく、同じ解き方の
友達に前に出て説明させていった。
　次に予め用意した図形の解法を記した図を黒板に貼り、
確認させた後、児童はワークシートの下方に、友達の解き方
や考え方を記入して自分の考えと比較した。

　金子教諭はワークシートと学習者用デジタル教材を併用し
たことについて、「黒板やノートは、児童がどんな学びをした
かの足跡で、考えた過程を残す必要がある。今回は、タブレッ
トＰＣで試行錯誤した過程をワークシートに残した」と語る。他
の児童に友達の考え方を説明させたことについては、「友達
の意見を聞いて自分の考えを見直し、友達の考えと比較する
ことで思考を深めたい」とその意図を話す。
　学習者用デジタル教材については「児童が思考を広げや
すく、主体的に学習を展開していく、といった授業を組み立
てるのに非常に有効だ。学習者用デジタル教材を使用して

解き方を考える方
がいろいろな考え
方を試しやすい。リ
セットして最初に戻
すことが容易なの
で考えやすい、とい
う児童が多い。教
員にとっては指導

者用デジタル教材を同時に使うことで図形を黒板に書く手
間が省ける。また、より正確な図形で情報を伝えることができ
る」と述べた。

　デジタル教科書は本校に
整備されている算数や社会
科では、かなりの頻度で教員
が活用している。
　私が教員にいつも言ってい
るのは、ＩＣＴを使うからといっ
て特別な授業を組み立てるの
ではなく、普段の授業を行い、
その時にＩＣＴを使った方が効
果があれば、使って下さいとい
うこと。また、実物投影機など

は本当によく活用されているが、投影の仕方で小さく見えると
きがあり、児童にきちんと見せたい場所が見えているのかの
チェックもお願いしている。活用を見ていると、デジタル教科
書も学年間で横に広がっている。本校が目指すのは、先進
的な事例を作ることではなく、他の学校もやってみようかな、と
思うような使い方をすること。広げるためにあえて特別なこと
はしない、ということを基本に取り組んでいる。

【掲載　2015/01/01付　教育家庭新聞】 電子黒板に掲示して自分の考えを説明する

西 田 光 昭  校長

小学校算数・学習者用デジタル教材

三角形の面積の求め方を考えるヒントを与えた

試行錯誤しながら
学びの足跡を残す

日々の授業を支援する活用を
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　算数単元「およその面積を考えよう」で、６年３組（３１人）
の担任・太田真奈美教諭が、東京書籍（株）の学習者用デ
ジタル教材を活用して進めた授業を取材した。
　単元のねらいは、身の回りにあるもののおよその面積の
求め方を考えさせること。不定形な広がりを概形でとらえ、
それを、台形や長方形などの基本図形とみなし
て求積できることを目指す。
　単元時数３のうちの第１時で同教諭が教材
としたのは、自分たちが通う学校の敷地。まず
は、周年行事で撮影した同校の航空写真を電
子黒板に提示し、「学校ってどれくらいの面積
かな」と学習を動機づけた。
　１人１台のタブレット端末使用の環境の下で、
同じ画像を取り込んでおいた学習者用デジタ
ル教材を開かせ、児童に、航空写真に写ってい
る校庭と校舎、体育館、プールの全体を、どうい
う図形に見立てて求積すればよいのかを考え
させた。
　求積するには、写真の中のどこかの長さを
足がかりにしなければならない。そこで、児童が

よく知っている長さの分かるものが２５メートルプールである
ことに気付かせ、その数値をタブレットに入力させた。次に、
学習者用デジタル教材の下方に表示される正方形や長方
形、台形、ひし形、平行四辺形、三角形などから、見立てた
形を選択する。選んだ形が、写真の学校の敷地を囲み、そ
れが長方形であれば、２５メートルプールを基準に縦と横の
長さを、台形であれば上底と下底の長さと高さを、自動的に

太田真奈美 教諭

千葉県柏市立柏第二小学校

学習者用デジタル教材を活用　
身近なものの概形から求積へ
　「学校の面積ってどれくらい？」――。学習者用デジタル教材を活用して
算数の授業を展開しているここは、千葉県柏市立柏第二小学校（西田光昭
校長、児童数６７５人）。授業でＩＣＴ機器やデジタル教科書を積極的に活用
している。そんな同校も、算数の授業を中心に指導者用デジタル教科書を
本格的に使い始めたのは、昨年の２学期から。今では、学習者用デジタル教
材を有効に活用するまでに至っている。

タブレットの画面を電子黒板に映し出し発表

学校の航空写真を利用
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はじき出してくれる。
　こうした手順を説明した後、紙のワークシートも配り、考え
た結果を記録するようにさせた。さまざまに考えた後、児童
は３人で１組になり、どんな形に見立てたか、どこの長さを
使ったかなどについて話し合った。その結果を、グループの
代表が前に出て発表。見立てた概形と求積の計算式と答
えを書き込んだタブレットの画像を、電子黒板に映し出した。

　授業後、同教諭は、学習者
用デジタル教材を活用する意
図として「身近な素材をデジタ
ル教材にできるために、興味
を持たせやすい」「画像が有
効活用できる」「繰り返し使え
るので試行錯誤に向いてお
り、多様な考えが出やすい」な
どのポイントを指摘した。
　同校で、ＩＣＴ導入とその活
用を推進してきた佐和伸明教

頭は「多様なことを教員に求め過ぎるのではなく、日常の授
業で使えるところから堅実に取り組んで行くことから始めた。
昨年の２学期以降に、指導者用デジタル教科書を毎日使う
状況を整えたことが大きな転期だった。それ以前は、実物投
影機ですら、教員の３０％しか活用していなかったが、今で
は、プロジェクタやパソコンの「ほぼ毎日」活用率は約９割に
および、電子黒板、デジタル教科書（算数）の活用率は全体
の約８割となった。教師が授業で活用しなければ、児童の情
報活用能力育成は難しい。そこで、『すべての教員が使う。
毎日ちょこちょこ使う』をスローガンに、意識改革を進めてき
た。教員みんなが使い始めれば、次に子どもたちにもＩＣＴを
使わせたいと考えるようになる。今、本校の教員は、その状態
に達しつつあるので、算数の授業を中心にタブレット端末の
活用と学習者用デジタル教材の活用を始めた。これからは、
児童が使う機会を徐々に増やし、タブレット端末を活用する
場面を増やしていきたい。デジタル教科書やＩＣＴ機器を生
かすには、何よりも教師のきちんとした授業設計が大切」と

話す。
　西田校長は、学びのデザインのこれからを見据えながら、

「現在、市内の全小学校には、４０台のタブレット端末とｉＰａｄ
８台が導入されている。とはいえ、いきなり１人１台でアクティ
ブ・ラーニングが展開できるわけではない。まずは一斉授業
から始め、アナログとの併用から徐々にステップアップしてい
けばよい。算数は積み重ねが重要で、既習内容を振り返るこ
とがポイント。デジタル教材の良さは、繰り返し試行錯誤がで
き、考えを共有し、話し合いができること。分かった内容など
を他の人に説明できるのは、算数的活動や言語的活動の中
で重要だ。デジタル教科書やデジタル教材の活用で、児童
は、ノートベースよりも説明しやすくなったと思う。今後は、教
員がタブレット端末の活用に親しみ、指導の中でノートなどの
アナログとデジタルの連携を模索していきたい」と語った。

【掲載　2015/10/05付　教育新聞】 

小学校算数・学習者用デジタル教材

キャプションを取って写真の間を詰める

学力向上に向けた
学習ツールとしてICTを活用

ペン機能で写真上の学校敷地の概形を囲むと、基準とした
プールの長さから求積で必要な数値が画面に示される

西 田 光 昭  校長
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　　「１学期はどんなところを探検したかな？」
　室谷主任教諭は、１学期に探検した地域の地図を黒板
に示した。
　「ＪＲ貨物！」「消防署！」と元気な声
が次第に上がり始める。１学期のこと
を徐々に思い出しているようだ。
　次に室谷主任教諭は「もっと　な
かよし　まちたんけん」と、今日の目標
を板書。「なかよし」という言葉に注
目させ、何と「なかよし」になるのか、
どうすれば「なかよし」になれるのか
について考えさせてから、まちの人と

「なかよし」になるための「まちたん
けん」について、２年生が「町探検」
をしている様子を、デジタル掛図（東
京書籍）の動画教材から提示。皆で
視聴した。
　まちの人とのインタビューや質問な
どのやりとりの場面が多い。白バイが

９００台もあると聞いて驚く児童、パトカーで乗車体験してい
る様子にうらやむ児童もいる。
　視聴後、「まちたんけん」の日は１１月１７日、このクラスの
担当は「汐入公園」、インタビューをする人は「管理事務所
の小松さん」で、最後に全５クラスで発表会をすることを伝
え、それに向けての準備を進めていく。

室谷将勝 主任教諭

東京都荒川区立汐入東小学校

「まちたんけん」の活動イメージ　
「デジタル掛図」で共有して計画

　荒川区では平成２６年９月に区立小学校２４校・中学校１０校全３４校に計
９５００台のＷｉｎｄｏｗｓ８・１タブレットＰＣを導入している。小学校１・２年生
は４人に１台、３〜６年生は２人に１台、中学校は１人１台の環境だ。荒川区
立汐入東小学校（長谷川かほる統括校長・東京都）でも今年度から計５００
台以上のタブレットＰＣが配備された。デジタル教科書・教材は、学校パワー
アップ事業により学校長裁量で国語、算数、理科、社会の指導者用デジタル
教科書、生活科のデジタル掛図を導入済みで積極的な活用が進んでいる。
１１月６日、同校の２年生活科「町たんけんの計画を立てよう」の授業を取
材した。授業者は室谷将勝主任教諭。

動画で活動イメージを共有してから「まちたんけん」を計画する

教材導入は学校長裁量で
今年度からタブレットPC500台
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　小松さんにどんなことを聞きたいのかをまずは個人で考
えてから７人班になり、共有。
　児童は「どんな仕事をしているのか」「毎日落し物は何個
あるのか」「汐入公園にはどんな道具があるのか」など様々
な質問を分類・整理。デジタル掛図の電子タイマーを使用
し、考える時間に制限を設けることで集中力を高める配慮も
していた。

　室谷主任教諭は今日の授業について、「生活科は座学
が少なく活動が中心。事前に活動の様子を動画で視聴す
ることで、今後の活動イメージを明確に持って進めることが
できる。これが低学年で迅速にできるのは大きい」と語る。
　教員の準備も効率的に進めることができる。
　「今まで紙で作っていたイラストをデジタルでさっと出せる

ので、授業研究に多く時間を割くことができる」という。
　今後は、「まちたんけん」の活動や発表をスムーズに進め
ることができるよう、「デジタル掛図」の素材「発表会のしか
た」「ポスターのつくり方」「インタビューのしかた」などを活
用していく予定だ。
　「デジタル掛図では活用しやすいコンテンツが多数提供
されているため、どの部分を使うと効果的なのかを事前に
考え、使いすぎないように心がけている。ＩＣＴの操作に手間
取らないようにある程度使い慣れておくことも重要。ＩＣＴとバ
ランスの取れた付き合い方をしながら、授業を活性化させ
ていきたい」と語った。

　長谷川校長は導入して間
もないタブレットＰＣについて
「各教科において協働学習
や調べ学習などでよく活用さ
れている。調べる活動が定着
しており、ＪＩＣＡの出前授業
の際には、児童の事前に調べ
た内容の広さに授業者が驚
いていた。７月までＩＣＴ支援
員が常駐していたこともあり、
安心して活用できることから、
他のＩＣＴ活用も進んだ。早期

から全学級に配備されている電子黒板も、英語など各教科
から朝の会、帰りの会などで一日中活用されている。特に学
級の雰囲気が良いと活用が進みやすいようだ」と話す。
　学校パワーアップ事業により学校長裁量で国語、算数、
理科、社会の指導者用デジタル教科書、生活科のデジタル
掛図を導入した理由は「限られた予算で有効な活用を考
えた結果、多くの教員が毎日活用できるもの」として導入を
決めた。
　「アクティブ・ラーニングを意識した授業づくりをする素地・
環境は既にできつつあり、今後の取組を強化していきたい」
と語った。

【掲載　2015/02/07付　教育家庭新聞】 

小学校生活・学習者用デジタル掛図

聞き方・話し方は動画からイメージ

今後はアクティブ・ラーニングを
意識した授業づくりを目指す

インタビューのしかた（上）やタイマー（下）も活用する

長 谷 川 か ほる
 統括校長
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　越前市の提示環境は主にプロジェクターで、書画カメラやＰ
Ｃとカートに同梱されており、武生第一中学校ではクラスのプロ
ジェクター係が教科ごとにセッ
ティングする。英語は大きな吊り
下げスクリーンに提示、国語や
社会は黒板上のマグネットシー
トに提示しているという。
　この日の授業は、漢文の故
事成語「矛盾」について学ぶ。
　朝倉教諭は漢文の「白文」
を黒板上に拡大して提示した。
「これは中国から日本に渡っ
てきたときの形です。これをど
のように日本人に分かりやすい
ようにしていったのかを見てい
こう」。
　デジタル教科書の機能で白
文と訓読文をそれぞれ拡大提
示して比べながら、各自が送り

仮名や返り点をつけることに挑戦。朝倉教諭は、返り点など
にどのような規則性があるのかを生徒に考えさせながら順を
追って説明していく。
　故事成語について説明する「映像資料」も活用した。生
徒は映像資料を見ながら、重要事項をメモしていく。

福井県越前市武生第一中学校

　全国学力・学習状況調査で小・中学校とも常に上位を占めており、デジ
タル教科書の整備率が高い福井県。中でも越前市は全教室にプロジェク
ターを配備して提示環境を整備し、早期からデジタル教科書を活用、その
整備率は１００％だ。小学校は国語、社会、算数、理科、中学校でも国語、社
会、数学、理科、英語のデジタル教科書を導入済み。越前市武生第一中学校

（北島良一校長・福井県）で、中学校国語の授業を取材した。授業者は朝倉
匡哉教諭。

様々な考え方を一覧できる

集中して考える指示の徹底に効果
映像資料を視聴しながらメモ・発表

デジタル教科書 越前市・整備率は
100％。早期から導入・毎時間活用

朝 倉 匡 哉  教諭
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　その後、朝倉教諭は、映像資料で説明され
ていた事項について質問。生徒は挙手して
回答していくが、皆が答えられなかった重要
事項については、再度映像資料を聞き直して
内容を確認。授業の終わりにはワークで学習
内容を振り返っていた。

　朝倉教諭はデジタル教科書について、「皆
で一緒に同じ箇所を見ることができる点に良
さがある」と述べる。「国語で重要なのは、や
はり本文。古文や漢文では必ず本文の板書を
していましたが、デジタル教科書ならば簡単に提示できるの
で、必要に応じて板書をするかしないかを選択できるようにな
りました。また、説明文の学習で読解を行うときには、形式段
落ごとに提示することで、その段落の内容に集中して考える
ことができ、制限して提示することの効果を感じました」
　活用方法については、デジタル教科書導入当初に様 な々
機能を試し、その効果を徐々に発見、教科内の教員で共有
していったという。福井県独特のイントネーションとの違いに
気づくことができるため、朗読機能もよく使用している。

　文部科学省の学力・学習状況調査で、安定した成果を上
げている越前市。そのため、他県から多くの教員が視察に
訪れるが、「異口同音に『当たり前のことが当たり前にできて
いる』という感想が聞かれます」と話す。その一例が、家庭
学習の徹底だ。
　各教科ともほぼ毎時間宿題が出るが、毎日の宿題を出し
ても成立するのは、家庭の協力あってこそ。学校に対する信
頼感がないと、家庭学習は成立しないという。
　デジタル教科書については「教員の指示や、その意図を的
確に伝えやすくなり、生徒が迷わず作業を進めることができる
ようになった。またその結果、クラス全体の足並みがそろい、授
業に一体感が生まれた」と話す。

　「福井県は全県で指導案
を作るなど研究会組織や研
修もしっかりしており、子供の
課題を見つけて時間を惜しま
ずにその解決に取り組むとい
う熱心な姿勢が根付いている
と感じています」
　その中で越前市はＩＣＴの
整備も早期に開始。その熱心
さもあって、全県に広がって
いった。

　「教育長の方針もあり、ＩＣＴ活用は早期から始まっていま
した。デジタル教科書の導入以前から、書画カメラとプロジェ
クターで教科書画面の拡大提示やデジタル教材の作成な
ども行っており、デジタル教科書導入後の活用もスムーズで
あったと記憶しています。教科や単元による波はありますが、
どの授業を見てもどこかのタイミングで何らかの形で活用さ
れています」
　日々の学習の積み重ねに限らず、ＩＣＴ活用など、子供に
とって良いと思われることを前向きに取り入れていく、という
教員の姿勢が、安定した力の保持に貢献しているようだ。

【掲載　2014/11/03付　教育家庭新聞】 

中学校国語・デジタル教科書

映像資料で理解を深める

「制限して提示」で
集中して考える

安定した学力は
家庭の応援力から

越前市の特徴は
熱心な教育集団

北 島 良 一  校長
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　３年Ａ組の授業は１クラスを２つに分けた少人数クラスで
行われていた。教室には曲「ＤｒａｇｏｎＮｉｇｈｔ」が英語の歌
詞で流れている。同校では月替わりで授業の冒頭に英語の
歌を流し、歌詞を見ながら歌う活動を行っている。その後は
リーディング教材と文法事項などの宿題プリント（指導書添
付）で、これらを「帯タイム」と位置付け、１５分程度の固定し
た活動として継続的に行っている。そ
の後、この日の教科書本文の学習に
取り組んだ。
　最初にデジタル教科書からホワイト
ボード上に提示したのは、この日のト
ピックの中心となっている「電子辞書」
だ。
　使ったことがある？持っている？紙と
どっちが便利？などと生徒と英語で
やりとりした後、教科書の挿絵のピク
チャーカードを提示して、１回目の本文
リスニング。耳で聞いて大体の意味を
つかむ。電子辞書について、教員と生
徒が会話をしているという内容だ。
　２回目は、本文を提示してリスニン
グ。山崎教諭は、「先生と一郎くんの
意見が違っているみたいだね？」と、

生徒の理解の程度を確認する。うなずく生徒、本文を改め
て見直す生徒がいる。読解のポイントやこの日の文法事項

「過去分詞」、「間接疑問文」にも触れる。
　次に、デジタル教科書の本文を表示しながら１回目のリ
ピート。
　「単語の強弱に気をつけて」と、デジタル教科書の本文
に音調曲線を表示してアドバイスすると、２回目のリピート
は、前方画面を見て発音する生徒が増えた。さらに役割再

山崎美砂子 教諭

東京都新宿区立新宿中学校

“話す”“聞く”活用をスムーズに
　平成２１年度に「新宿版教室のＩＣＴ化」を進めた東京都新宿区では、全教
室の黒板をホワイトボード化して短焦点プロジェクターを黒板上に固定設
置し、無線ＰＣと実物投影機、ＩＣＴ支援員などを配備。英語、数学、社会など
の指導者用デジタル教科書も整備している。新宿区立新宿中学校（榎本智
司校長・東京都）の山崎美砂子教諭は、同校に赴任して以来５年間、継続し
てＮＥＷ　ＨＯＲＩＺＯＮのデジタル教科書をほぼ毎時間活用している。

本文を提示してポイントを書き込む

英文のまま理解、英文でやりとり
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生モードで数回リピートしていく。
　本文の意味を理解するための解説は、生徒と英語でやり
取りしつつ、プロジェクターで提示したデジタル教科書画面
上にポイントを書き込んでいく。「全体の意味をつかむ」こと
に主眼を置いて進めており、一昔前の主流であった逐語訳
はしない。
　山崎教諭がホワイトボード上の教科書に書き込んだポイン
トを、そのまま教科書に書き込む生徒、教員との英語のやり
とりに集中している生徒がいる。
　授業の終わりには、全体で本文リーディングをほぼ暗記
するまで繰り返す、というのが通常の流れだ。

　前任校は英語特区下の中学校であったが、デジタル教

科書は導入されていなかったそうで、山崎教諭はデジタル
教科書を活用して現在５年目。初年度と現在では活用頻度
や方法が大きく異なるという。
　「最初は、全体提示と音声の再生程度でした。それでも
十分に便利でしたが、研修を重ねることで、本文の一部を
隠す機能やフラッシュカードをランダムに出す機能、付箋、ダ
イアログモードなどデジタル教科書の様々な機能を知ること
ができ、授業活用の頻度がアップしていきました」
　主に区の英語部会の研修で、デジタル教科書の活用法
や機能などを知った。
　「本校の英語科では全員がほぼ毎時間デジタル教科書
を使っています。生徒の顔がぱっと上がり、ピクチャーカード
や映像を見せながら英語でやりとりするなどの『話す・聞く』
活動がスムーズになりました。ネットワークのトラブルなどでデ
ジタル教科書を使えなかった時は紙の教科書やフラッシュ
カードを使いますが、授業のスピード感が全く違います。生
徒も、デジタル教科書を使った授業のほうが音や映像を頻
繁に使えることもあり、記憶に残りやすいようです」と語る。
　中には「家庭学習でもデジタル教科書を使いたい。どこで
買うことができるのか」と質問する生徒もいるそうで、デジタ
ル教科書が既に日常的な学習になっていることがわかる。

　前任校でもデジタル教科書
は整備されていましたが、新
宿区のように全教室に提示
環境が常設されていないた
め、授業準備に時間がかかり
がちでした。
　本校には若い教員が多く、
熱心に取り組んでおり、早期か
らの常設整備という恵まれた
環境もあってＩＣＴの授業活用
は既に日常的なものになってい

ます。また、デジタル教科書は特に英語科で活用が進んでい
ます。活用することで初めて分かる良さもありますから、今後
は他の教科でも活用を推進していきたいと考えています。

【掲載　2015/11/02付　教育家庭新聞】 

中学校英語・デジタル教科書

トピック中心の「電子辞書」について英語でやりとり

機能を知るほど
活用頻度がアップ

画面の音調曲線を見ながらリピートする生徒が多い

榎 本 智 司  校長

他教科でも活用進める
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　小野教諭は、昨年の校内デジタル教科書整備をきっかけ
に、デジタル教科書の有効性に着目し、現在、毎日の授業で利
用している。
　３年３組の英語授業では、テ
レビの「日本文化紹介」として、
レポーターが話す英語がどん
な日本文化を説明しているかを
読み取るというもの。日本に３年
間滞在するレポーターが大好き
な花火大会をレポートする内容
で、英文内の「ｈａｖｅ（ｈａｓ）＋過
去分詞」という現在完了形の
肯定文の形式、意味、用法の
理解をこの時間の中心的学習
課題とした。
　そのため、授業では、黒板上
に貼ったスクリーン上にプロジェ
クターを介してデジタル教科書
の内容を映写。レポートの様子

を示したイラストと課題の英文を映し出す中、流れる英語の音
声と合わせ、生徒は英文を音読した。
　その後、英文の中の新出語句をピックアップ。「ｆｉｒｅｗｏｒｋ＝花
火」「ｒｅｐｏｒｔｅｒ＝レポーター」など、この時間で新たに学ぶ複数
の英単語も投影し、小野教諭がそれぞれの意味や発音を解

宮城県大和町立大和中学校

　宮城県大和町立大和中学校（小野寺周哉校長、生徒数４８９人）は、昨年
４月に国語、数学、英語、理科、社会のデジタル教科書（東京書籍）を導入。
研究主題の「主体的に学習に取り組む生徒の育成」を見据え、分かる授業
の実現に向けた活用策を追究している。同校研究主任として英語指導を
担う小野敦也教諭は、現在、毎時間の授業でデジタル教科書を使用。同教
科書ならではの音声動画を有効利用し、生徒に英語の音声を聴き取らせ
ながら、大画面上にピックアップした重要な英文法や新出語句に注意喚起
させるなど、各時間の課題の基本文を確実に理解させる学びを実現して
いる。

毎時間デジタル教科書を使用する小野教諭

注目すべき課題を
ピックアップし理解深める

音声動画を活用し理解深める
主体的な学びを実現する道具に

小 野 敦 也  教諭
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説・確認しながら、生徒の確かな学習につなげた。一方、本
文は、デジタル教科書で全文音声を通しで流した後、小野
教諭が文節ごとに読みの見本を示し、生徒は続いて音読。
生徒個々で音読の繰り返し練習なども織り交ぜ、リーディン
グ力を磨いた。
　続いて、小野教諭は全文の中から、本時の課題である「Ｉ’
ｖｅ ｌｉｖｅｄ ｉｎ Ｊａｐａｎ ｆｏｒ ｔｈｒｅｅ years．」の「ｈａｖｅ（ｈａｓ）＋過
去分詞」で表現する現在完了形の英文に着目させた。スク
リーン上に映し出した全文から、現在完了形の表現にあた
る箇所をアンダーラインの表示で生徒にしっかり着目させ、
構文を各自チェックさせるようにした。
　同時に、生徒の集中力が途絶えがちな授業後半部には、
現在完了形の基本文と日本語訳も表示。生徒にペアを組ま
せ、「Ｉ ｈａｖｅ ｌｉｖｅｄ ｉｎ Ｊａｐａｎ ｆｏｒ ｔｈｒｅｅ ｙｅａｒｓ．」の音読と「わた
しは３年間ずっと日本に住んでいます」などの和訳を言い合い
確かな確認につなげるといった、生徒の状況に応じたバリエー
ション豊かな授業展開の工夫を見せていた。また、理解度を
チェックするための英文和訳と和文英訳のミニテストも提示し、
確かな理解が深まるデジタル教科書活用を進めていた。

　同校は、宮城県の研究指
定を受け、「主体的に学習に
取り組む生徒の育成～分か
る喜びを味わわせる授業を通
して」を推進。「能動的に学ぶ
力」「確かな学力育成」を見据
え、昨年４月から、国語、数学、
英語、社会、理科のデジタル
教科書（東京書籍）を導入し、
ＩＣＴによる効果的な授業の
模索を続けている。

　デジタル教科書を効果的に生かす授業のためには、研究
テーマをベースに、▽明確な学習課題の設定▽学習意欲を
高める教材・教具の工夫▽学びやすい学習環境作り――
に着目。
　これらの視点を踏まえ、小野寺校長は、「なんでもかんでも

デジタル教科書やＩＣＴを使うのではなく、生徒の実態をしっ
かり見つめながら、紙の教材や生徒間の学び合いなどもうま
く織り交ぜながら、分かる授業の実現に生かしたい」などと
話す。
　さらに、「デジタル教科書は特別な授業のために使うので
はなく、普段の当たり前の授業で使っていくことを大切にした
い」とも強調する。
　当初、デジタル教科書を使った授業を行う際には、校内に
ある限られた数のプロジェクターを普通教室にその都度持
ち込んで使用しようとしたが、事前のセッティングと調整に手
間がかかってしまうことが判明。結局、特別教室にプロジェク
ターとスクリーンをセットにして常設し、各教科でＩＣＴを使う授
業の時だけ、教室に移動することで、結果的に授業準備の
時間が大幅に軽減し、スムーズな展開が実現したなどと振り
返る。
　小野教諭は、校内教員に先駆け、デジタル教科書やＩＣＴ
を使った授業の積極的実践と探究に挑戦。昨年のデジタル
教科書導入以前から、他校の実践研究を視察する中で、活
用への手応えを掴んだと話す。
　これまでの実践から小野教諭はデジタル教科書の利点を

「紙の教科書にはできない映像や音声の分かりやすい解
説に加え、教材に即座に書き込んだり注意喚起できる表示
機能などは、生徒の学びの様子をより注視しながら、適切な
アドバイスや指摘を即座に行えるのでありがたい」などと良さ
を振り返る。

【掲載　2015/06/01付　教育新聞】 

中学校英語・デジタル教科書

黒板に貼ったスクリーンに教科書の本文を映写

生徒の見取りや
適切な助言にもつながる

小野寺周哉 校長
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　春日学園では１年生から外国語活動を行っており、７〜９
年生の英語科授業ではＩＣＴを日常的に活用。デジタル教科
書「ＮＥＷ　ＨＯＲＩＺＯＮ」と電子黒板はほぼ毎時間活用さ
れている。
　この日の授業はＵｎｉｔ１「Ｓｉｇｎ　Ｌａｎｇｕｇｅ」。手話を用いた
ミュージカルのコマーシャル映像を通して受動態を学ぶ。
　授業の冒頭、岡田教諭がデジタル教科書の画面から
ミュージカルのコマーシャル映像を再生した。
生徒は瞬時に授業に集中する。続いて、ワーク
シートを配布。内容に関する設問で、生徒は、ヒ
アリングのみでワークシートの質問に答えを記入
していく。
　答え合わせの際には、デジタル教科書本文
を使った説明と音声の再生を交互に繰り返し
ながら重要事項を確認していった。
　単語の学習でもデジタル教科書のフラッシュ
カードが活躍する。
　音声と単語を再生しながら２回ずつ、次に音
声を消して１回ずつ、動詞の活用なども確認し
ながら生徒が記憶しやすいようにサポートして
いる。
　内容確認では、電子黒板に提示したデジタ

ル教科書本文に、文法事項は赤、前置詞は緑、慣用表現は
青と、デジタル教科書上に書き込みながら解説していく。生
徒はそれを見ながら自分のノートに書いた本文に同様の書
き込みをしている。ほぼ全ての生徒が、事前にノートに本文
を書いてきているようだ。
　本文全体の音読練習では、デジタル教科書の機能をフル
に活用する。デジタル教科書には音読スピードを調整できる
機能がある。最初は一文ずつクリックして通常スピードで再
生・繰り返し。その後段階的にスピードアップして再生・繰り返
し。次にデジタル教科書のマスキング機能を用いてランダム

岡 田 有 華  教諭

茨城県つくば市立春日学園

“聞く”“話す”多様にアプローチ
　開校４年目を迎えた施設一体型小中一貫教育校・つくば市立春日学園

（片岡浄校長・茨城県）。２１世紀を見据えた「つくば次世代型スキル」の
育成を目標に据えて多彩な活動に取り組んでいる。開校当初から７〜９
年生の主要教科で活用されているデジタル教科書は、今年度から１〜６
年生でも活用が始まる。９年２組の英語科授業を取材した。授業者は岡田
有華教諭。

文法のポイントを説明しながら書き込んだ内容を生徒はノートに記述する

発音・視聴・書き込み説明
授業の流れが定着



29

に本文の単語の一部を伏せ字にして再生・繰り返すなど、ア
プローチを変えて何度も音読を繰り返していった。伏せ字に
なっていても岡田教諭が記入した赤、緑、青の印は画面上
に残っているので、それをヒントに発音している生徒もいたよ
うだ。
　音読練習を繰り返した後は、「本文５回の自読」だ。岡田
教諭は「コマーシャルのようにテンション上げて読んでね」と
生徒に声をかけていた。
　最後に取り組む教科書の練習問題は、リスニングと、３つ
の文が何について説明しているかを当てる「３ポイントヒントク
イズ」。
　ヒントの文章には、その日の学習事項である受動態が一
文目に用いられている。その後、岡崎教諭は「受動態を使っ
た３ポイントヒントクイズ」を各自で考えるように促した。
　受動態というつまずきやすい単元だが生徒は５０分間を生
き生きと取り組んでいた。

　岡田教諭は春日学園が初任校。デジタル教科書や電子
黒板の活用も４
年目だ。「デジタ
ル教 科 書と電
子黒板を組み
合わせると、今
どこに取り組ん
でいるのかがわ
かりやすく、英
語が苦手な生
徒にも伝えやす
い。ＣＤなどに
比 べると教 師
の作業量が少
ないので、子供
たちに目を届か
せる余裕ができ
る」と語る。
　デジタル教科
書には、カラオ

ケ機能、動画、ピクチャーカードなどの機能があり、練習問題
も豊富だ。伏せ字にできるマスキング機能では、動詞だけを
隠して音読するなどの工夫もできる。
　「本文をノートに書き写す」ことを日々 の予習として課してお
り、「電子黒板に提示したデジタル教科書の本文に書き込ん
だことを生徒はノートにそのまま書き込むことができる。ヒアリ
ングも理解しやすくなるので、今ではほぼ全員が毎回予習し
てくるようになった」という。

　片岡浄校長は「今年度の
目標は『論理的な思考力』と

『人と豊かに関わる力』を身
につけた世界にはばたく人材
の育成。この目標を達成する
ために、異学年交流など小中
一貫校ならではの教育活動や
ＩＣＴ機器が役立っている」と
語る。
　平成２５年度から設置され
た新単元「考える時間」（年８

回）は、思考ツールとＩＣＴを活用しており「ＩＣＴ機器により思
考が可視化され、お互いの考えを示しながら練り合うなどの
協働学習も進めやすくなった。電子黒板は何台あっても足り
ないほど」と語る。同校は今年度からマイクロソフト社からＳ
ｈｏｗｃａｓｅ　Ｓｃｈｏｏｌ（世界１５１校。うち日本は６校）に認定さ
れ、タブレットＰＣの提供を受けており、今年度は計約２５０台
のタブレットＰＣ活用が進んでいる。「臆病にならずに子供に
多様な機会与えるというチャレンジに積極的に取り組んでい
きたい」と話す。
　同校のアンケートでは「春日学園に入学させて良かった」
保護者は８８％、昨年度は長期不登校児ゼロ。学力テストで
は７年生の国語・算数のＢ問題の得点が大幅に伸びており、
７〜９年生の自己有用感が高まった。入学希望者も多い。こ
うした成果を受けて、つくば市では平成２９〜３０年に施設一
体型の小中一貫校を３校設立することが決定している。

【掲載　2015/11/02付　教育家庭新聞】 

中学校英語・デジタル教科書

単語の一部をマスキングして音読

「考える」「発信する」
機会を豊富に与える

片 岡 浄  校 長

楽しく学ぶことで学習意欲も向上

春日学園はShowcase School
（マイクロソフト）に認定されている
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　この日の授業は既に学習した「空間図形」の発展的な
内容だ。立体の展開図を描き、それを基に図形の性質を
理解することがねらい。
　生徒は慣れた手つきでタブレットＰＣを立ち上げる。西川
教諭が「展開図とは何か」と質問すると生徒は「立体を広
げること」と解答。続けて「立体にはどんなも
のがある？」と聞くと「三角柱」「立方体」「円
柱」などの声があがった。
　そこで西川教諭は、まずは手元にあるノー
トに「三角柱」の展開図を書くよう指示。三
角柱の展開図は、側面の長方形が３つと底
面の三角形が２つだが、それぞれがどこに
位置するのかを生徒に考えさせるためだ。

　ある程度考えがまとまったところで、次はタ
ブレットＰＣを使って三角柱の展開図を書く。
　それぞれの生徒が作成した展開図は、授

業支援システムのレビュー機能で電子黒板に提示されて
いった。これにより友人が自分とどのように異なる展開図を
描いたのかがわかる。底面と側面を色分けし、わかりやす
く示す生徒もいる。
　西川教諭は、色分けしている生徒の展開図を電子黒板
に拡大提示して、「側面」「底面」に色分けしていることに
注目させた。

西 川 慶 介  教諭

東京都荒川区立第三中学校

学習者用教材で能動的に
　平成２６年度、全小・中学校で「活用時における１人１台体制のタブレッ
トＰＣ」を導入してまもなく２年が経過する東京都荒川区。区立第三中学校
（清水隆彦校長）では、来年４月から発売を開始する中学校学習者用デジ
タル教材の実証実験をしている。学習者用デジタル教材は、「新しい数学」
中学校指導者用デジタル教科書（東京書籍）と合わせて使用できるもの
だ。学習者用デジタル教材とタブレットＰＣを活用している１年数学・習熟
度別基礎クラスの授業を取材した。授業者は西川慶介教諭。

多様な回転体を作成し、元の図形を考える

底面・側面を色分け
展開図の理解を促進

タブレットで空間図形を描く
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　続いて「四角錐」も同様に挑戦。
「柱」と「錐」の理解を促していっ
た。

　次はオリジナル「回転体」の作
成だ。様々な回転体を自由に生徒
に作らせ、元の図形を考える。
　生徒はシンプルな形、複雑な形
など様々な回転体づくりに挑戦。
タブレット上では、図形を上下逆に
したり、向きを変たりすることもでき
る。「展開図がわかりにくい回転
体」作りに熱中する生徒もおり、能
動的な作業の中で「空間」の理
解が深まっているようだ。

　出来上がった回転体の中には、「元の形」を予想しにく
いものもある。生徒は、友達の作成した不思議な形の回転
体の展開図を隣の友人と話し合いながら考えている。西
川教諭は、「中心線を入れることで元の図形が見えてくる」
と考えるヒントを示唆した。
　同校では数学の授業を習熟度別で実施している。西川
教諭は、「基礎クラスの生徒は空間図形を頭の中で想定し
にくい傾向がある。しかし、デジタル教材ならばタブレットＰ
Ｃ上で自由に作業でき、操作しながら試行錯誤できる。体
験は話し合いを活性化し、より能動的な思考につながる。
それが“学力定着”にとって何よりも効果的」と話す。「操作
時間」の増加は体験する機会の増加につながり、数学に
苦手意識を持つ生徒も前向きに授業に取り組んでいると
いう。
　授業中、底面と側面を色付けした生徒の展開図を積極
的に提示していた点については「頭の中で図形を“区別”
することを具体的に示してから数学的な用語を使って説
明することで、空間認識能力や思考力の向上につなげた
い」と語った。

【掲載　2015/03/07付　教育家庭新聞】 

中学校数学・デジタル教科書

立体の展開図を考える

三角柱の展開図を考えて個人の考え方を電子黒板に提示してから黒板にまとめる

図形を回しながら
空間を把握する

オリジナルな回転体を考える
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　家庭分野の授業は２年８組の教室で行われていた。この
日の授業は「自分の食生活を考える」「食事の役割を知る」
の２つ。
　「桂川花子さんの一日を見てみましょう」
　夜更かし、夜食、朝寝坊、朝食なし−浅井教諭は、「花
子さん」が健康的な生活を送るためのアドバイスを考えましょ
う、とデジタル教科書のアニメーションで花子さんの生活の
様子を１カットずつ提示。生徒とやり取りしながら授業が進行
する。課題を与えて班ごとに話し合わせ、発表させていくとい
う活動も随所に取り入れている。
　自由な雰囲気でのやり取りの後は、テレビに教科書本文の
みを提示し、重要な箇所にラインを引いた。生徒も、マーカー
やペンで重要箇所に線を引く。浅井教諭の指
示のみで線を引く生徒、画面を見ながら線を引
く生徒がいる。
　授業の振り返りでは、デジタル教科書のマス
キング機能を使って教科書本文の重要単語
を隠し、１つひとつ確認。さらに次時の学習「食
品に含まれる栄養素」を予告する際もデジタル
教科書を活用していた。

　浅井教諭はデジタル教科書について、「図や絵を大きく提
示できるので説明しやすくなりました。動画も短くまとまってい
て、例えば調理に関する動画では、短時間で調理のイメージ
トレーニングや復習、確認ができます。また、今何をしている
のかを常に確認して進行できるため、集中力も維持しやすく
なったようです」と語る。
　まつり縫いや野菜の切り方などの動画は、かつては自分で作
成して生徒に見せていたという。「実習の教材作成には時間が
かかっていましたが、資料映像やアニメーションが豊富に活用
できるようになり、百聞は一見に如かず、を肌で感じています」
　界面活性剤の実験動画を見せた際には「自宅でこの実
験を試してみたい」という生徒もおり、知的好奇心を、より喚

浅 井 具 子  教諭

京都府京都市立桂川中学校

資料映像で技能を習得
提示の工夫で知識を定着
　京都市は全小中学校の全ての普通教室に５０インチのデジタルテレビ
を整備してＰＣや実物投影機と連動して活用するなど一斉提示環境がほ
ぼ確立しており、日常的な活用が浸透している。各種デジタル教材等も活
用。中学校では平成１６年度から英語と技術・家庭科の指導者用デジタル
教科書を整備した。浅井具子教諭（京都市立桂川中学校・徳地守校長）は

「家庭分野でデジタル教科書『新しい技術・家庭科』（東京書籍）をよく活
用している」という。

ポイントを生徒に示す マスキングして振り返り

なくてはならない教材に 工夫を凝らして定着を図る
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起できる可能性を感じている。
　便利なデジタル教科書だが、「機能に頼りすぎないことが、
効果的な活用のポイント。ただ見せるだけではなく、楽しい雰
囲気を演出して生徒の気持ちが上がるようにしたり、押さえ
るべき箇所は真剣に語りかけたりなど、提示する際の言葉が
けやメリハリのつけ方を吟味するようにしています」
　過年度の生徒との比較になるが、テストの成績にも向上
が見られる。楽しく興味をもって授業に臨ませる工夫が、定
着につながっているようだ。
　「視覚に訴えることができるので、興味・関心を喚起しやす
いのはもちろんですが、そこで終わることなく、必要な知識は
可能な限り授業中に定着するように、デジタル教科書の機能
を工夫して活用をしています」
　授業の終わりにその日の学習内容を振り返り、教科書本文
の一部の単語をマスキングして知識の定着を図るなどの活用
は既に日常化。復習問題作りを班ごとに行うこともある。また、次
の時間の学習内容の予習を前時でさっと押さえることもする。
　現在の中学２年生は入学当初からデジタル教科書や教
材で学んでおり、既に「あるのが当然」になっているが「教員
にとってもなくてはならない教材になった」と話す。

　京都市の提示環境は、平成２１年度の大型補正予算「ス
クールニューディール政策」によるもの。全教室に整備したデ
ジタルテレビのほか、英語教材を活用できるよう小学校高学
年の教室に電子黒板（５０インチ）を、中学校には全校に各１
台電子黒板（７７インチ）を整備、書画カメラは２教室につき１
台を配備した。武道やダンスなどが指導要領に加わった際
には、持ち運びしやすい短焦点プロジェクターも他の特別教
室との共用で整備した。
　学校数が多い京都市では、全ての教科のデジタル教科
書を教育委員会で用意することは難しい。しかし学校予算
で導入している学校もあり、特に小学校社会科での導入が
多いようだ。
　河野寿志指導主事（京都市教育委員会）は、「整備当初、
５０インチのテレビは大きすぎる、危険といった声もありました
が、今では、次回整備はもっと大きな画面のものがほしいという
要望が届くようになりました。特にデジタル教科書の活用が長

い英語科では、なくてはならない教材になっているようです」
　スクールニューディール時の思い切った全校整備が授業
改善の手段の１つとして効果を発揮しているようだ。

　徳地校長は「教室学習用Ｐ
Ｃを持ち込んでテレビを提示
装置とする活用が浸透してい
ます。ケーブル１本でＰＣとテレ
ビを接続するだけなので、自
作教材やＤＶＤ、実物投影機
による提示、デジタル教科書
など教科や特別活動などで
様々な活用が見られます。教
員の指導手段としての自由度
が増し、生徒の集中力を維持

しやすいなど、生徒にとっても教員にとっても有効に機能し
ているようです」と話す。
　数学では図形や関数で、体育ではフォームの確認や生徒
同士の助言し合いに活用されている。導入当初あった操作ミ
スによるトラブルは、活用が浸透するにつれほとんどなくなった
という。教員のトラブルシューティング能力も自然に高まったよ
うだ。「知識・技能の習得に直結する学習、そして新しい学力
観に対応できる授業作りなど、双方の重要性を感じながら指
導法を探らなければならない時代。今後も、時代にあった自分
を創りだすための授業作りに役立てたい」と語る。

【掲載　2014/10/06付　教育家庭新聞】 

徳 地 守  校 長

中学校技術・家庭科・デジタル教科書

京都市は全普通教室にテレビ等で提示環境を整備済

提示環境設備で教材活用が進む

指導手段が増えた
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　「さしがねの外側の目盛を使って寸法取りを」と、けがき作
業に必要な工具の使い方を口頭で丁寧に説明する今枝
潤之輔教諭。本時は、「材料と加工に関する技術」におけ
る木製ラック作りの１時間目の授業だ。
　前半は今枝教諭が実際にさしがねなどの工具を用いて
使用法やけがき方などを口頭で説明。並行して教壇脇のプ
ロジェクター・スクリーンにデジタル教科書内の動画による作
業工程も映し出し、生徒はそれぞれの説明を聞きながら作
業に取り組んでいった。

　この題材では、生徒自身が使用条件や使用目的に即し
て検討した製作図をもとに材料の木材にけがきをし、その
後、材料取りや部品加工を行ってオリジナルの木製ラックを
完成させる。本時は「能率的な作業の手順を考えることが
できる」「用具を使用して適切にけがくことができる」を目標
に、作業の流れを理解しながら各種工具の正しい使い方を
身に付けることを目指した。

　従来型の授業では、教師が実際にけがき作業の見本を
示しつつ、生徒は疑問のある工具の操作や作業手順を教
師に質問したり、教科書の写真説明などで確認したりしてい
くしかなかった。しかし、デジタル教科書に含まれる動画解説
をプロジェクター・スクリーンで放映することで、生徒が分かり
やすい動画でそれぞれの疑問点を自己確認できるなど、細
やかで分かりやすい授業が実現できる。
　今回の作業では、主にけがきに必要なさしがねの長手、
妻手の使い方を学んだ。数人ずつのグループで作業を進
め、長手で必要な長さの寸法取りを行い、妻手を使って垂

今枝潤之輔 教諭

京都府京都市立久世中学校

動画で工具操作など丁寧に確認
個々の疑問にこまやかな対応
　デジタル教科書の動画リピート機能などを活用することで正確なけがき
作業を入念にチェック−。京都市立久世中学校（堀田和宏校長、生徒数
４８８人）では、普通教室に整備された大型デジタルテレビとデジタル教科
書（東京書籍「英語」「技術・家庭」）を適宜活用し、生徒の学習意欲を高める
とともに分かりやすい授業の追究を図っている。技術・家庭科2年の「材料
と加工に関する技術」の授業では、木製ラック作りのけがき作業にデジタル
教科書「新しい技術・家庭」（東京書籍）を有効活用。教科書では不可能な動
画によるさしがねの操作方法や作業手順などの解説を視聴、確認させるこ
とで、個々の作業進行や疑問に応える確かな技術の習得に役立てている。

動画により作業工程を確認

動画解説で疑問点を自己確認

技術分野の授業で
デジタル教科書を活用
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直線を引く作業などを習得し、木材にけがいていった。作業
上の注意点としては、仕上がり寸法と部品の切断面を考慮
し、数ミリの切りしろ削りしろを考えたけがきを行うことや、垂
直線を確実に効率的にけがくため、さしがねの長手部分を
木材の基準となる面にあてがい、スライドさせながら妻手部
で垂直線をひく技術などを今枝教諭が解説。同様の作業
を動画でも確認させる中で、生徒に確実な操作をマスター
させていった。
　今枝教諭は、「デジタル教科書の動画を使うことで、生
徒の興味を引きつける学びが実現できている。やみくもに使
うのではなく、今回のように作業の流れをきちんと確認させ
たい場面に取り入れることでより学習効果が高まる」などと
話す。
　また、「作業の流れを動画で繰り返し放映できる『リピート
機能』は、実習中、生徒が教師の説明を聞き逃したり、個々
の疑問を随時確認したりする際にも使え、効果的」とし、「学

習の節目で内容を確実に定着させるための振り返りテストも
簡単に作成できる」という良さも挙げる。
　京都市では、平成21年度に全市立小・中学校の普通教
室などに整備した大型デジタルテレビ、電子黒板環境を生
かし、平成24年度からすべての市立中学校にデジタル教科
書を整備。加えて、学校図書館にタブレット端末を整備し、メ
ディアセンターとして機能させるモデル事業として複数の小・
中・特別支援学校を調査研究校に指定し、ICT活用に向け
研究、整備を進めている。

　そんな中、同校では、「授業
改善」「朝読書と図書館活用」

「家庭学習の充実」などを目
標に、大型テレビ、デジタル教
科書などを有効に生かした授
業改善を追究している。堀田
校長は「ＩＣＴありきではなく、
学力向上に向けた学習ツー
ルとして、各教科の特性を踏
まえた活用策を大事にした
い」と強調し、多様な可能性を

探っている。
　これまでのデジタル教科書活用策としては、英語で各単
元の重要なセンテンスを意識的に習得する際に利用したり、
さまざまなシチュエーションの挿絵を投影したり、ペアの英会
話レッスンなどに生かしたりしている。
　堀田校長が専門とする理科の今後のデジタル教科書や
ＩＣＴ活用策では「実際の実験・観察が難しい天文分野で、
惑星の公転や生徒が住む地域からの天体の定点観測の
経過などを動画や立体画像などで提示し、実感と確かなイ
メージをもって生徒が天体の動きを学ぶことに生かしたい」
などと話すほか「地震の仕組みを実感的に理解させるた
め、断層の動き、ひずみなどを再現した動画を流すなど、デジ
タル教科書ならではの機能を生かした授業作りを追究した
い」と意気込みを語っている。

【掲載　2014/10/16付　教育新聞】 

中学校技術・家庭科・デジタル教科書

グループで作業内容を確認

学力向上に向けた
学習ツールとしてICTを活用

作業ポイントは図で確認

堀 田 和 宏  校長



36

　同区では今年９月から、区内３４の全公立小・中学校に、
児童生徒１人１台にあたるタブレットＰＣを９５００台整備。これ
まで区内全公立小・中学校の普通教室に整備してきた電子
黒板やデジタル教科書のネットワーク配信環境なども有効に
活用しながら、各学校で「わかる授業の実現」「情報活用能
力の育成」「グローバル社会を生き抜くための２１世紀型能
力の育成」を実現すべく、努力を続けている。
　そんな中で、昨年、区内全公立小・中学校へのタブレット
ＰＣ導入の先駆けとして、区内４校の小・中学校が指定を受
け、タブレットＰＣやＩＣＴを活用した授業研究を推進。

　同校もその１校として、ＩＣＴを効果的に生かした授業を研
究するとともに、全教育活動をキャリア教育の視点から捉え、
▽人間関係形成・社会形成能力▽自己理解・自己管理能
力▽課題対応能力▽キャリアプランニング能力−を育む
ための各教科の授業方策や指導力向上、研修の在り方な

どを追求している。
　２年生の数学指導を担う長谷川裕未教諭も、タブレットＰＣ
やデジタル教科書などのＩＣＴを適宜活用しながら、分かりや
すい授業のために努力を続けている。
　数学単元「１次関数の利用」の授業では、既存の紙ベー
スの教材では理解しにくい線分上を異なる速度で移動する
２つの数量変化やその関係を示したグラフを、デジタル教科
書「新しい数学」（東京書籍）や、シミュレーション教材で提示
し、生徒に明確な数量変化やグラフの傾きのイメージをつか
ませるようにした。

長谷川裕未 教諭

東京都荒川区立諏訪台中学校

シミュレーションで
数量変化を理解
　充実したＩＣＴ環境の中で東京都荒川区立諏訪台中学校（清水隆彦校長、
生徒数４３８人）は、キャリア教育が目指す人間関係形成力や課題対応力な
どを育む学びを、全教科に位置付けて実施している。同区では区内全小・
中学校に児童生徒１人１台のタブレットＰＣを整備するなどＩＣＴの有効活
用を推進している。同校はその「タブレットＰＣ活用モデル校」に指定され
ており、デジタル教科書など多様なＩＣＴ機器を効果的に使う授業に力を入
れている。

電子黒板とタブレットPCが普段の授業で定着している

場面に応じ記述学習も
デジタル教科書やタブレットを活用

導入でタブレットPCと
シミュレーションでの活動
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　導入では、各自のタブレットＰＣ上に動きのある
シミュレーション課題を提示。第１課題では、ＡとＢ
を結ぶ４０センチの線分上を、６秒と１０秒で往復
する２つの点が２０秒の間に重なる回数をシミュ
レーションを通じてカウントし、その関係をグラフに
まとめていく学習に取り組ませた。
　シミュレーションでは、速度に応じた色違いの
点が線分上を実際に移動する様子が見られ、そ
の結果として、２点の交差を距離と時間ごとに記
録したグラフも合わせて表示。
　その計測結果のグラフを、長谷川教諭は生徒
と確認しながら、速度とグラフの傾きとの関係な
どへと理解を深めていった。

　続けて、電子黒板上には、デジタル教科書「新しい数学」
の「１次関数のグラフの利用」の課題を提示。今度は、佐渡
の両津港と新潟港間を異なる時間と速度で航行するカー
フェリーとジェットフォイルを題材にした課題。１２時４０分に両
津港を出発し１５時に新潟港に到着するカーフェリーに乗っ
た子どもが、前方から来る新潟港発両津港着のジェットフォ
イルとすれ違うとき写真を撮ろうとした際、その機会は何回あ
るかを問うた。
　この課題を考えるために示されたグラフには、新潟港１２
時発、両津港１３時着のジェットフォイルの運行の様子を表
示。そこに、両津港発１２時４０分発、新潟港１５時着のカー
フェリーの動きを生徒に書き入れさせた。
　先の課題のグラフ作りと同様に、出発と到着時刻を結んだ

線をそれぞれの教科書のグラフに書き込んだ生徒たち。時
間内に前方から来るジェットフォイルが３便であり、すれ違うお
よその時刻をグラフから読み取る活動を行った。
　最初に取り組んだ課題も振り返りながら、今回も速度の異
なる２点の動きと交点、グラフの傾きの関係を考えていく学び
につなげていった。
　同教諭は、これまでの授業も振り返り、デジタル教科書、タ
ブレットＰＣ活用の利点として、「教材の中の着目させたい部
分を簡単にマーキングしたり、拡大提示したりすることができ
る」点などを指摘。毎時間、単純な教材提示だけでもＩＣＴを
活用していく中で、徐 に々教科に応じた有効な使い方を見い
だせるようになったと話す。
　また今回の授業のように、学習のポイントと考え方を分かり
やすく解説しながら、同様の課題を生徒個々やグループで考
える問題解決的な授業を行う際に効果的とし、立体図形の

断面や展開図などを簡単に分かりやすく
示すことができる点も、ＩＣＴが有効に生きる
部分と振り返る。
　一方、ＩＣＴによる解説だけで分かった
気にさせないためにも、プリント教材による
学習もしっかり織り交ぜ、個々の生徒の記
述や学習記録から確かな思考と理解が深
まっているかを確認することも大事にして
いると強調する。

【掲載　2014/11/20付　教育新聞】 

中学校数学・デジタル教科書/数学シミレーション

ハイブリッドタブレットPCで速度に応じた動きを視覚化

電子黒板にデジタル教科書の1次関数課題を提示する長谷川教諭

問題解決的な授業の実施
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　同校で国語を指導する岡祐一郎教諭は、デジタル教科書
ならではの動画や音声、画面への書き込み機能などに着目。
よりわかりやすい授業に向けた活用策の１つとして、漢詩の
授業では、中国語の音声再生による韻律の確認や訓読、詩
の中の着目箇所に直接ペン入力するなど
で、韻を踏んだ詩の形式を正確にわかり
やすく指導する授業に役立てている。
　東京書籍（株）の国語総合デジタル教
科書を使った１年生の授業では、同教諭
がさまざまな工夫を織り交ぜた学習を進
めていった。
　生徒１人１台のタブレットＰＣと電子黒
板に、教科書と連動した学習内容を映し
出し、最初は生徒たちに、李白の「望廬
山瀑布」を朗読させた。全員とペアでの
朗読後、「この詩の形式は」と生徒に尋ね
る。生徒からは「七言絶句」との答え。そ
の上で、「押韻となる箇所はどこ」と続け
て質問。生徒は詩文から「煙、川、天」と

該当する言葉を答えた。同教諭は、映し出されたデジタル教
科書内の詩文の該当箇所に直接入力で赤丸を加え、生徒
に確認し、意識させるようにした。
　また七言絶句による押韻のポイントを押さえながら漢詩の
形式の意味を正しく学び取らせるために、デジタル教科書の
音声機能を生かして中国語による朗読を聞かせた。
　続いて、王維の「送元二使安西」も、全員とペアで訓読し

岡 祐一郎 教諭

佐賀県立佐賀西高校

“学習者用デジタル教科書”で
わかる授業
　佐賀県では昨春から、県内全公立高校の１年生徒全員にタブレットＰＣ

（２ｉｎ１型）を配布。同様に全公立高校に整備した〝学習者用デジタル教科
書〟の効果的活用も織り交ぜる中で、わかる授業と確かな学力育成を図っ
ている。佐賀県立佐賀西高校（平山又一校長、生徒数９０８人）でも、学び
合いの校内研修の充実などで全教員がＩＣＴを生かした効果的な授業を行
えるよう努力を続けている。

デジタル教科書のよさをフル活用する岡教諭の授業

音声や書き込みの機能で
確かな学び

（ 現 在 は 佐 賀 県  教 育 庁 ）
※平成27年4月現在 
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ながら形式を確認。李白の詩と同じく「塵、新、
人」の押韻を見定めながら、この詩も「七言絶
句」であることを理解した。また漢詩の意味を生
徒と確認しながら、同教諭は既習の他作品の表
現との共通性についても指摘し、詩文中の〝故
人〟という言葉にチェックを入れ、漢詩では、「故
人は『亡くなった人』でなく、『古くからの友人』と
いう意味です」などと、重要な言葉の確認にも生
かした。
　李白の「贈王倫」についての作品分析でも、デ
ジタル教科書の特性を生かした展開を工夫。詩
の各連の順序をバラバラにして電子黒板と各自
のタブレットＰＣに提示した上で、各連をタッチ操
作で移動させて正しい詩の形式に修正。言葉と
その配列に着目しながら、「五言詩」「七言詩」の形式の違
いをしっかりと理解できるような学びの実現につなげていっ
た。
　ほかにも、各詩の言葉とそれが指し示す情景や場所をデ
ジタル教科書内の「地図」や「写真」などと合わせて説明す
ることで作品や言葉をより実感的に捉え、理解を深めていく
学びにつなげたり、小単元の基礎内容を確実に定着させる
ための「デジタル短冊」風の反復ミニテストを作成し、復習に
生かしたりもしている。

　同教諭が本格的にデジタル教科書やタブレットＰＣなどのＩ
ＣＴを生かした授業を実践しはじめたのは昨春から。校内研

修などを通じて仲間の教員との意見交流や教材研究を深
める中で、少しずつＩＣＴを効果的に使う視点や方法の気付
きが深まっていったという。
　デジタル教科書とタブレットＰＣを活用する授業を進める中
で、「さまざまな意見や考え方を寄せ合いながら追究する生
徒同士の学び合いが一層促進したり、それぞれの気付きを
もとに主体的に学習課題に取り組む様子が広がってきたりし
た」などの手応えをあげる。
　同時に、教員間の学び合いや教材研究も深まったとして

「ＩＣＴ活用を含む授業づくりや指導の在り方への意識や方
法も変化していった」などと強調。加えて、生徒の主体性や
意欲の向上、丁寧でわかりやすい授業の実現といった、こ
れからますます重要となる指導観や指導力の向上にもつな
がったとした。
　「ＩＣＴを使った授業では、コンテンツの動作確認なども含

めて事前準備の労力が結構負担になる。
必要となる複数の教材コンテンツをパッケー
ジにし、授業の中で滑らかに提示できる展
開を工夫したい」「生徒が課題に取り組む
際、間違った場合には警告音で注意を喚
起するなど、生徒自身が学びを振り返られる
コンテンツ上の機能があればよい」などと、
今後のデジタル教科書やタブレットＰＣの機
能拡充にも期待を示す。

【掲載　2015/02/26付　教育新聞】 

高校国語・学習者用デジタル教科書

タブレットPC上で課題を解く生徒

タブレットPC/電子黒板に頼りすぎず，ポイントは板書で

教師同士の学び合いで
授業と教材を開発
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　名東高校は国際英語科１クラス、普通科９クラスの学年
編成でほとんどの生徒が大学進学を希望する進学校だ。英
語科では１０年ほど前から普通科でもオールイングリッシュの
授業を行っている。過去に同校に勤めていた外国人教員と
のスカイプによる会話や、ｉＰａｄやパワーポイントを使った動画

や教材活用など、早期からＩＣＴを活用してきた。その実績か
ら名古屋市のＩＣＴ推進校として選ばれ、今年度１年生の英
語科ではデジタル教科書を導入。ユネスコスクール加盟校と
してＥＳＤにフォーカスした英語教育の推進を図る。
　英語科主任の安藤理恵教諭は「英語教育のスタートが小
学校からと低年齢化したことで、高校の英語教育は入学当初
から自分の意見を伝えることを目指せるようになった」と話す。

図 子 新  教 諭

愛知県名古屋市立名東高等学校

グローバルシチズンを教科連携で育む
普通科もオールイングリッシュで
　名古屋市立名東高等学校（山谷正之校長・愛知県）は、愛知県で最初に
英語科（現・国際英語科）を設置した公立高校だ。１年生全員を対象とした
外国人教員の授業、留学生の受け入れ、オーストラリアへの語学研修（希
望者）、韓国への修学旅行（国際英語科のみ）などを実施しており、今年度
はユネスコスクールに認定された。同校の１年生の英語科ではデジタル教
科書「PROMINENCE Communication English Ⅰ」（東京書籍）を導入
し、英語力の強化に役立てている。

デジタル教科書のフラッシュカード

全文表示画面デジタル教科書を活用して「英語で考えを表現する」力を育む

意見を英語で伝えられる力を
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　同校では、１年生の「コミュニケーション英語１」の単位数
を２クラスに分け、外国人教員がリスニングやスピーキング、
日本人教員が教科書の理解と英語による思考・表現を主眼
とした授業を担当している。１年Ｇ組では、カキの養殖を通じ
て環境問題を考えさせるＬｅｓｓｏｎ８「森は海の恋人」ｐａｒｔ１
の授業を行っていた。授業者は図子新教諭。
　スクリーンにデジタル教科書のフラッシュカードが映し出され
ると、生徒たちは音声とともに一斉に単語をリズム良く発音。
続いて今確認した単語を用いた熟語や重要表現、それらを
用いた一文、全文を通した画像を提示して少しずつ分量を
増やしながら意味と発音を確認していった。詰まったところは
その都度、教員の指導の下で言い直してから次に進む。
　全文表示の画面には重要表現だけが日本語で提示され
ている。カラオケリーディングという設定で、時間とともに英文
が消えていくので、生徒はその場で意味と発音を同時に身
につけていく。
　デジタル教科書の「資料映像」では、本文に登場した人物
が環境保護について語る姿に生徒はじっと見入っていた。
　思考と表現の時間では、「水質汚染を引き起こす原因は
何だと思うか」について英文で意見をまとめる。どの生徒もす
ぐに「Ｉ ｔｈｉｎｋ」と記して、自分の意見を日本語や英語でメモ
したり教科書や電子辞書で調べたりしながら英文を作って
いた。
　ペアで英文で意見を伝え合った後、図子教諭が数人を指
名して「災害」「汚染水」「プランクトンの増加」など環境問題
を考える手がかりとなるワードを共有。この答えは次時以降
で考察していく。

　デジタル教科書は「集中しやすい」と生徒にも好評で、現
１年生が次年度もデジタル教科書を使用できるよう準備中
だ。図子教諭は「紙と違い切り替えが速い。全員一斉に前を
見ることでオールイングリッシュの効果が高まる」と語る。画像
や映像、クラスメートの声が助けとなって、要点を聞き取ろうと

集中するため、
英語で「聴く力」
を育みやすいよ
うだ。名東高校
ではオールイング
リッシュの授業
に移行後もセン
ター試験の英語
得点は平均７割
程度を維持し、
昨年度のリスニ
ングは過去最高
の平均８割を記
録したという。
　 同 校では選
択科目でのプレ
ゼンテーション
や校内外の英語スピーチコンテストなどで多くの成果があ
り、図子教諭も昨年１１月に「全国中学高校教員による英語
弁論大会」で文部科学大臣賞を受賞している。図子教諭は

「今後も資料映像などを駆使して授業の中で発展的な内
容まで考えさせていきたい。国際英語科だけでなく普通科の
生徒もＩＣＴ機器を用いて英語で自分の意見を伝えるプレゼ
ンテーションをする機会を持たせるなど、ファシリテーターのよ
うな意識で彼らを導きたい」と語った。

　英語科では、安藤教諭を中心に「３年間のＣＡＮ‐ＤＯリス
ト」を作成している。「平和を愛する」「広い国際的視野」な
どを教育目標に掲げ、「グローバルシチズン」に必要とされ
る「社会貢献のためのビジョン」「確かな英語力」育成を図
る。安藤教諭は「３年間で英語を用いて自分の意見を話せ
るようにするにはどうしたら良いか。そのためにも他教科の
内容を英文で学ぶデジタル教材などがあれば。英語科全体
で、３年間でどんな生徒に育ってほしいのかを整理しながら
共有していきたい」と語った。

【掲載　2015/03/02付　教育家庭新聞】 

高校英語・デジタル教科書

思考・表現の時間を
デジタル教科書で確保

プレゼンテーション能力の
育成にも期待

CAN-DOリスト作成で
意識を共有

川や森を守るしくみを考える

表示の一部が少しずつ消えるよう設定した
自作教材
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　「数学Ⅲ」習熟度別授業のこの日の内容は、２次関数のグ
ラフと直線ｙ＝ｘで囲まれた図形を直線ｙ＝ｘの周りに１回転し
てできる「回転体」の体積を積分で求めること。
　まず、「どのような回転体ができるのか」について個別で考
えをまとめ、班ごとに考えを出し合い、全体で発表。その後、
ＡＲを起動して、どのような回転体ができるのかを実際に目で
確かめた。
　諏訪教諭はグループごとに１台のタブレット端末（ｉＰａｄ）を
配布してから、プロジェクターにタブレット端末を接続して生
徒に使い方を説明した。このほか、個人所有のｉＰｈｏｎｅやＡｎ
ｄｒｏｉｄ端末も使い、生徒たちが教科書の該当ページにかざ
すと、図形アニメーションが起動し、画面にグラフが飛び出し
た。
　背景を白く設定してより見やすくする。再生ボタンを押す
と、２つのグラフで囲まれた図形が回転。その軌跡が残り、ど
のような図形になるかを見ることができる。
　一時停止したり、できた回転体を拡大したり、動かして上
や横、斜めからも確認できる。座標軸を消して見やすくするな
ど、様 な々方法で確認した。
　回転体を確認した生徒は、「ラグビーボールのように上下

諏訪めぐみ 教諭

山梨県立甲府西高等学校

“動点”をイメージする力
教科書ARがサポート
　東京書籍では、ＡＲ（Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ Ｒｅａｌｉｔｙ・拡張現実）」により紙面とＣ
Ｇ・アニメーション・動画などが連動する無料アプリ「教科書ＡＲ」を教科書
に導入している。これによりｉＰａｄやｉＰｈｏｎｅ、Ａｎｄｒｏｉｄ端末などを教科書
紙面にかざすことで、関数のグラフや書写の筆運びなどのアニメーション
を見たり操作したりすることができるようにした。山梨県立甲府西高等学校

（小川巌校長）では数学でこのＡＲコンテンツを活用している。３年理系ク
ラス「数学Ⅲ」の授業を取材した。授業者は諏訪めぐみ教諭。

教科書から図形が飛び出す

グループに1台タブレット端末を配布。個人所有のiPhoneや
Android端末も使って回転体を確認した
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左右対称の形をイメージしていたが、実際
の回転体は少し歪んでおり、涙型だった」と
発見を述べた。
　その後生徒は、涙型の回転体の体積を
求める積分の解法に挑戦。さらに別解も考
えた。

　諏訪教諭は教科書ＡＲについて、「動点
がどのように動くかがわかれば、教師の説
明も理解しやすくなる。正確な回転体を生
徒が自分でイメージできれば、より簡単な計
算方法を思いつきやすくなり、問題を解く時間も短く、正しい
結果を導きやすくなる。大学入試で難問を解く必要がある生
徒にとって、図形の軌跡をイメージできる力は、身につけたい
力の一つ」と話す。
　たとえ図形をイメージできなくても解法に従って積分するこ
とはできるが、計算式が長くなりがちで、そうなると時間がか
かり、結果計算ミスもしやすくなるという。「難関大学の受験
数学」を乗り切るための力の一つが「イメージできる力」であ
り、それがあれば、立式しやすい。
　「ＡＲコンテンツはイメージ力を身につけやすくする可能性
がある。楽しい点も良い。図形を動かす楽しさが、理解できる
楽しさ、難問を解く楽しさにつながっていけば。家庭学習でも
教科書ＡＲによって予習・復習しやすくなり、定着しやすくな
る」という。

　現在、東京書籍の数学Ⅲでは「立体の体積」「円環体の
体積」「直線の周りの回転体の体積」などで教科書ＡＲのコ
ンテンツを追加している。
　諏訪教諭は「東京大学や京都大学、東京工業大学など
の入試問題、特に空間図形に対応したＡＲコンテンツがあれ
ば、さらに生徒の理解が深まりそう」と、より高度な問題に挑
戦するための「才」を育む可能性を期待している。

　教科書ＡＲは、教科書のページそのものを読み込んで起
動する仕組みとしているため、教員の要望によりコンテンツを
追加しやすい点もメリットだ。
　東京書籍では現在、英語、数学、化学、技術家庭科、情

報、書写（小中学校）などの教科
書でＡＲコンテンツを提供してお
り、その数は現在２００種類ほど。
主に高校の理科や数学の教科
書が多い。
　東京書籍は「デジタル化のメリッ
トがあるものを中心にコンテンツ化
を図っている」と話す。なお対応
ページは、教科書ＡＲをダウンロード
することで分かるようになっている。

【掲載　2015/07/06付　教育家庭新聞】 

高校数学・教科書AR

「教科書AR」で図形の回転体を確認。回したり大きくしたりして確認できる

教科書ARで回転体を確認した後、黒板で解説

イメージできれば
立式しやすくなる

約２００種類がＡＲコンテンツに
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　朝の歌と健康観察が終わった８時２５分。５年２組の児童
の机上には３枚のプリントと「学習の学び」ファイル１冊が置
かれている。
　この日のプリントは算数２枚と国語１枚。児童は登校する
と、その日の朝学習用のプリントを棚にとりに行く。
　同校では今年度から、朝学習の１５分の中で３枚のプリン
トに取り組み、答え合わせまでを終わらせる。
　担任の福本弘美教諭は、黒板に貼り付けたタイマーを３
分にセットし、「はい５秒前、始めます」と１枚目をスタート。タイ
マーは３分ごとに設定しており、１枚３分、計９分間問題に取
り組み、その後約６分で答え合わせを行う。
　教室には緊張感が走り、児童は集中して問題に取り組ん
でいる。
　児童が解答している最中、福本教諭は難易度がやや高
い問題を板書。各自の答え合わせが終わった後に解説を加
えた。
　朝学習ではサポート教員等が各クラスに１名付き、担任と
２名体制で児童をサポート。手が止まっている児童にアドバ
イスをしている。

　９分が経過すると、児童は隣の席の友達とプリントを交換
して答え合わせ。福本教諭が「○○さん、１問目は？」と聞くと

国語1枚、算数2枚のプリントを9分間で解く

福 本 弘 美  教諭

岡山県美作市立美作北小学校

朝学習で既習事項を定着
“やればできる”意欲を育む

　岡山県美作市教育委員会では、平成２７年度から国語と算数（小学校）、
数学と英語（中学校）の「問題データベース」（東京書籍）を導入。同市立美
作北小学校（福田健司校長）では、主に朝学習の時間に問題データベース
を活用して「学ぼうとする力」を育んでいる。５年２組の「朝の学び」（朝学
習）を取材した。

１５分間で１枚３分
プリント３枚に挑戦
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指名された児童が答え、それを聞いた
クラス全員が「いいです」と丸をつけ
ていった。
　全問正解した児童は教室後方に置
いているシールを取りに行き、「学習の
まなび」ファイルの記録カードに日付を
記入してシールを貼った。全問正解で
きなかった児童は、当日の休み時間な
どを使って再度同じ問題に挑戦する。
　朝学習後、早速プリントボックスに、
同じプリントを取りに行く姿が見られ
た。プリントをやり直すためだ。答えて
丸をつけて終わりではなく、自分の力で
１００点を取るまで挑戦してほしいとい
う学校の思いが児童に根付いている
ようだ。

　高本英樹教務主任は「朝
学習で問題データベースを
使ったプリント学習を始めたこ
とにより“やってみよう”“１００点
をとりたい”“やればできる”とい
う意欲や自己肯定感が児童
に芽生えた」と語る。
　朝学習では、前学年の問題
に取り組んでいる。
　「全国学力学習状況調査
を分析したところ、既習の学び

が定着していないという状況が見えた。そこで、朝学習では
前学年の問題を解き、家庭学習ではＢ問題に対応したプリン
トを実施している」と、二段構えで児童の学びを支援してい
る。また、点数ではなく、学ぼうとする気持ちが大事だと児童に
伝えるようにしている。これは児童の「自己肯定感」の向上に
つなげたいという思いからだ。
　保護者には、全国学力学習状況調査の結果と併せて、
学力向上の取り組みの様子を学校だよりに記載。学校の思

いと児童への願いを伝えた。
　これらの取組により、普段の学習でも、授業中の児童の“書
きぶり”が変わっており、児童に良い影響が表れているという。

　問題データベース導入以前、朝学習のプリントは担任が用
意していたが、授業準備時間を圧迫するなどの課題があっ
た。そこで、Ａ問題、Ｂ問題それぞれについて対応できる問題
データベースを導入し、問題作成の時間を軽減。しかし当初
は毎日のプリント印刷は担任が行っており、放課後に印刷機
が混み合うなど、物理的な問題があったことから、２学期から
は学力向上委員会のメンバーの専科教員や支援員などが
印刷を担当し、児童が自らプリントを取りに行く仕組みとした。
　「新しい取組の際には、担任任せではなく、学校全体で知
恵を出し合いながら取り組むことが重要。全職員で問題デー
タベースの中身を見ることで、様々なアイデアも生まれた。今
後は、問題データベースを活用して２単元前に学んだ内容
を宿題にし、学習が確実に定着するようにしていくなどの工
夫をしていきたい」と今後のさらなる活用を想定している。

【掲載　2016/01/01付　教育家庭新聞】 

小学校国語・算数・問題データベース

朝学習の目的を既習事項の定着とした

既習事項の定義と家庭学習
二段構えで学力を支える

問題プリントは
担任以外が印刷

高本英樹 教務主任
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　前年度の全国学力学習状況調査で全国平均を全科目で
下回った鶴谷中学校では、昨年２学期から学力向上に取り
組み、今年度の全国学力学習状況調査では国語Ｂ以外の
全ての科目で全国平均を超えた。
　具体的には、県内上位の豊後高田市を参考にして４５分
７時間授業を開始。授業時間を確保する体制を整え、朝読
書、朝ドリル、国・英・数の３教科を週に２度復習する「基礎力
アップ講座」（１学期は週３度実施）等で生徒達の学習時間

が増え、定期試験の結果では上位層に厚みが出たという。
　「基礎力アップ講座」や朝ドリルを始めとして「問題データ
ベース」は家庭学習にも役立っている。家庭学習の課題は１
日１教科３０分程度の分量で、「問題データベース」から印刷
されたプリントが中心。各授業の確認で出される宿題もあり、
家庭学習をした上でさらに「朝ドリル」「基礎力アップ講座」
で定着を図っている。問題データベースから印刷したプリント
をファイリングしており、定期考査前にはファイルを見直して主
体的に学習する。

　数学の授業の始めに「たしかめプリント」が配られると、生
徒は静かにプリントを受け取り、集中して問題を解き始めた。
裏には解答が印刷してあり、間違ったところはノートにやり直
して提出する。
　本時の単元は「円とおうぎ形」。大林知寛教諭は円やお
うぎ形を板書し、黄色い画用紙の円を折り曲げながら、１つ
ひとつの用語と意味をじっくり伝える。「交流」の時間には、
身振り手振り友人同士で相談しながら円やおうぎ形の性質
に気づいていく。最後の５分間は、問題データベースの「フォ

渡辺恵子 教諭大林知寛 教諭1年 3年

大分県佐伯市立鶴谷中学校

学習時間増える仕組みで成果
　大分県教育委員会では平成２３年度から「学力向上アク
ションプラン」を掲げ、今年度の全国学力学習状況調査で
は、４科目平均正答率が全国１６位になるなど成果を上げ
ている。今年度は県下の全小学校の国語、全中学校の英語
について「問題データベース」（東京書籍）を導入。佐伯市
立鶴谷中学校（坂本寛喜校長）では４５分７時間授業の開始
に伴い、PTAの協力を得て国・社・数・理の４教科についても

「問題データベース」を導入して「朝ドリル」「基礎力アップ
講座」等日々の授業で活用している。同校１年生数学と３年
生英語の授業を取材した。

学習時間が増し,上位層に厚み

決め細かく繰り返し学ぶ
1年・数学

おうぎ形の面積の求め方をジャスチャーで考える（数学）
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ローアッププリント」で本時の復習。生徒はノートとプリントを
何度も見比べながら真剣に取り組んでいる。このプリントも
裏に解答があるが、すぐに解答を見る生徒はなく、休み時間
になっても考えている生徒や友人同士で確認し合う姿が見
られた。

　英語の習熟度別授業で基礎クラスを受け持つのは渡辺
恵子教諭。本時の学習内容は間接疑問文だ。
　渡辺教諭は黒板に疑問詞一覧表を貼り、間接疑問文の作
り方を耳で理解させてから黒板で少しずつ確認。電子黒板
でポイントをまとめては発音させ、学習プリントに記入させた。
三人称や一般動詞を用いた例文では、理解しきれない表情
の生徒もいる。残り２０分ほどで配られたのは、「たしかめプリ
ント」と「フォローアッププリント」を両面印刷したもの。生徒は
学習プリントと照らし合わせて問題を解き、渡辺教諭が適宜
丸をつけヒントを与えていく。
　丸をもらい終わった生徒が「МＩＮＩ ＴＥＡＣＨＥＲ」のプレー
トをかけて他の生徒に教え始めると、浮かない表情だった友
人も耳を傾ける。授業が終わった瞬間、集中しきっていた生
徒達からため息がもれたが、その表情は充実していた。
　応用クラスでは、「フォローアッププリント」の代わりに「チャレ
ンジプリント」を使用している。

　大林教諭、渡辺教諭は、「問題データベースは休み時間の
１０分でプリントを用意できるのでとても助かる」という。
　大林教諭は授業の中で使ったプリントは回収して習熟度
を確認する、個別指導で理解できていない生徒を指導する
際はファイルに綴じてあるプリントで確認する等、日頃の指導
に役立てている。
　渡辺教諭は「問題データベースは３段階に分かれている
ので英語が苦手な生徒でも取り組みやすい」と語る。解答が
右サイドにあるので、折りたたんでテスト勉強にも使いやすい。
３学期には、入試問題の解きやすい問題を１年生も解く、高
校入試に向けて各都道府県の入試問題にチャレンジさせる

等、新たな活用も進んでいる。

　９月に行われた保護者会で
は、前年から大きく向上した３
年生の全国学力学習状況調
査、２年生の大分県学力定着
状況調査の結果に、保護者か
ら驚きの声が上がった。
　坂本校長は、時間があると
きに問題データベースを全教
科解き、自分の目で確認してい
るという。
　「問題データベースは国が

求めている学力に対応していて信頼できる。子供たちの学力
を伸ばすには、上位層も下位層も共に伸ばしていくことが必
要だ。部活動でやや力が上だと思われる相手と一緒に練習
をしたり練習試合を組んだりするように、下位層には問題デー
タベース等を用いて基礎力を付け、上位層には応用力が必
要なやや高度な内容の問題に取り組ませることで、学力を伸
ばしていくことができるのではないか。全国平均を５ポイント上
回ることを目標に、今後も先生方に問題データベースの問題
作成講座を提案するなどして生徒の力を伸ばしていきたい」
　同校では、小・中・高・大との交流、地域の協力を得た文化
活動にも力を入れており、学力向上をきっかけに、生徒を学校
の内外で支える好循環が生まれているようだ。

【掲載　2015/02/02付　教育家庭新聞】 

中学校数学・英語・問題データベース

新しい活用でさらに学力を向上

習熟度別授業で学び合いを展開
3年・英語

坂 本 寛 喜  校長

ミニティーチャーがみんなに説明

上位も下位も共に伸ばす
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　南千住地区には、ねずみ小僧の墓がある回向院や羊毛
工業発祥の地・千住製絨所跡など史跡が多数あり、３年生
はそれぞれの史跡について縁起や言い伝え、歴史やエピ
ソードなどをグループで学習。その成果をタ
ブレットＰＣなどで１年生に説明した。本来は
まち歩きをする１年生を現地で３年生が待
機、説明する予定であったが、この日はあい
にくの大雨で、急遽校内で行われた。
　教室や特別教室など校内の各所に３年
生が待機して１年生が自由な順番で回り、
３年生の説明を受けた後「ＭＳＪシール」をも
らいシートに貼っていく。「ＭＳＪ」とは「南千
住」の略だ。
　説明役の３年生は、１年生に興味を持っ
てもらえるよう、史跡の縁起をストーリー仕立
てにしたり、その地区に関わる同校教員の
少年時代の思い出話を柱にしたり、クイズ
形式にしたりと様 な々工夫を凝らしている。
　１年生は「骨がそのまま埋められていたと

聞いて驚いた（浄閑寺）」、「歯を投げると良いことがあるとい
う縁起の説明が上手かった（日枝神社）」「吉田松陰が牢屋
で一生を終えた話が心に残った（回向院）」と話す。「マチア
ルキ」については「東京メトロ日比谷線車両のパンタグラフを
整備・点検している動画（千住検車区）や明治時代の地域
の写真（三ノ輪橋）が面白かった」、「今日の学習のまとめを

生徒作品の大行灯「大ひごい」の前で江戸時代に建設された千住大橋の
妖怪縁起「大ひごい」伝説を説明する3年生

東京都荒川区立南千住第二中学校

地域学習アプリ「マチアルキ」で
地域学習
　荒川区立南千住第二中学校（齊藤進校長・東京都）は「総合的な学習」を
中心に「学級活動」なども活用して３年間を通した地域学習に取り組んで
いる。７月３日、南千住地域の史跡などについて３年生が調べたことを１年
生に説明する学習活動が行われた。今回は初の試みとして、荒川区が開発
した南千住地域の資料や写真、動画をＡＲ（＝Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ Ｒｅａｌｉｔｙ・拡張
現実）技術により訪問先などで視聴できる地域教材アプリ「マチアルキ」を
タブレットＰＣで活用した。

南千住２０か所に
ＡＲ教材を仕掛け
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するときにもう一度見直す」と語った。古い時代の写真を拡
大して観察する様子も見られた。
　３年生は「最初は緊張したが何グループも説明しているう
ちに、反応を見ながら話し方を変えることができるようになっ
た」と、１年生に説明する行為を繰り返すことで伝える力を育
むことにも役立っているようだ。
　荒川区では全中学校に１人１台の学習者用タブレットＰＣ
を配備しており、３年生はタブレットＰＣを説明のフォローとし
て、１年生は記録用として活用する様子が見られた。この活
動の後、生徒は「荒川区立荒川ふるさと文化館」へ行き「あ
らかわの伝統技術展」を見学した。
　マチアルキをインストールしたＰＣを、「三ノ輪橋」「千住検
車区」「千住大橋」など南千住地区の看板や記念物、史跡
などにかざすと、関連する古い資料や写真、動画をその場
で見ることができる。
　これらのコンテンツは、同校の齊藤進校長も作問に携わっ
ている「歩いて学ぼう南千住検定」を元に制作されたもの。

この検定は、南千住に関わる史跡や資料などを中心に出題
され、９８点以上は「ＭＳＪマイスター」に認定され、ＭＳＪバッジ
を獲得できる。
　今では全国から受検者が訪れるが、もとは同校内のみで
行っていた「歩いて学ぼう南千住検定」。この内容を、東京
書籍が「教科書ＡＲ」のノウハウを活用して地域教材アプリ

「マチアルキ」を制作。今回は南千住地区２０か所でＡＲコ
ンテンツを制作し、それを全て視聴すると、タブレットＰＣ上で
「ＭＳＪバッジ」が獲得できる仕組みにした。

　３年生が１年生に説明する
という試みは本年が初。齊藤
校長は「タテのつながりをより
密接にし、互いに力をつける
試みとしてタブレットＰＣや『マ
チアルキ』が活用されていた」
という。
　「『マチアルキ』は学校発の
検定である南千住検定をＡＲ
化できないか、ということから
始まった画期的な試み。地域

学習の中でぜひ参照してほしい貴重な資料や映像などを、
より印象的な形で仕込むことができる。中学生にとっては、説
明や記録のためのツールとして活用しているタブレットＰＣに
ＡＲという仕掛けが追加され、貴重な資料や映像に触れる
ための新しいきっかけになる」と話す。
　看板や史跡そのものの形で認識できるようにしたため、写
真映像でも認識できることから、急遽の校内学習でも対応で
きたという。
　今後は「荒川区にとって地域防災は重要な課題。ＡＲを
地域防災学習にも役立てていくことができれば」と可能性を
語る。
　荒川区教育委員会では、全ての学校が地域をより身近に
感じ、学ぶ仕掛けとして「マチアルキ」を今年度中に荒川区
内に広げていく考えで準備を進めている。

【掲載　2016/01/01付　教育家庭新聞】 
看板にタブレットPCをかざすと昔の写真や資料などが起動して
その場で視聴できる

プレゼンにクイズを盛り込む工夫も

中学校マチアルキ・地域学習アプリ

より印象的な形で
動画や史料を提供

齊 藤 進  校 長




